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新
し
い
年
を
市
民
の
皆
様
方
と
と
も
に
迎
え
る
こ
と
が
で
き
、
慶
ば
し
い
か

ぎ
り
で
す
。

今
年
は
、
月
ヶ
瀬
村
、
都
祁
村
と
の
合
併
に
よ
り
、
奈
良
市
が
新
た
な
一
歩

を
踏
み
出
す
節
目
と
な
る
年
で
す
。
私
は
、「
三
市
村
が
特
性
を
生
か
し
、
一

つ
の
力
と
な
り
、
大
き
く
躍
進
す
る
。」
こ
と
を
心
か
ら
願
い
、
新
し
い
年
を

迎
え
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

歴
史
と
伝
統
に
培
わ
れ
た
私
た
ち
の
ふ
る
さ
と
、
奈
良
の
ま
ち
に
育
つ
子
ど

も
た
ち
が
、
い
つ
も
笑
顔
で
す
ご
し
、
未
来
に
夢
と
希
望
を
描
き
、「
奈
良
の

ま
ち
に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」
と
皆
様
に
感
じ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
二
十
年
、

三
十
年
先
を
見
据
え
た
市
政
を
推
進
す
る
決
意
で
あ
り
ま
す
。

本
年
は
、皆
様
か
ら
ご
意
見
を
い
た
だ
く
と
い
う
市
民
参
画
を
第
一
に
考
え
、

感
動
を
お
ぼ
え
て
い
た
だ
く
よ
う
な
仕
事
が
実
現
で
き
る
よ
う
、
精
進
努
力
し

て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
な
お
、
一
層
の
ご
支
援
、
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

年
頭
の
ご
挨
拶
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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市
民
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
を
申
し
上
げ

ま
す
。

さ
て
、
奈
良
市
は
、
本
年
四
月
一
日
、
月
ケ
瀬
村
、
都
祁
村
と
合
併
し
、
新

た
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
す
。
新
年
度
か
ら
は
、
合
併
に
伴
う
新
市
建
設
計
画

の
諸
事
業
を
着
実
に
展
開
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、厳
し
い
財
政
状
況
が
今
後
も
続
く
こ
と
が
予
想
さ
れ
る
と
こ
ろ
か
ら
、

限
ら
れ
た
財
源
を
最
大
限
に
活
用
し
て
、
奈
良
市
の
課
題
の
克
服
に
向
け
取
り

組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

市
議
会
と
い
た
し
ま
し
て
も
、
議
決
機
関
と
し
て
、
市
民
の
負
託
に
こ
た
え
、

民
意
を
十
分
に
反
映
し
、
両
村
と
の
速
や
か
な
一
体
化
を
は
じ
め
住
民
福
祉
の

向
上
、
地
域
の
発
展
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

市
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
今
後
と
も
、
市
議
会
に
対
し
ま
し
て
、

温
か
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
ご
挨

拶
と
い
た
し
ま
す
。

奈
良
市
議
会
議
長

岡
本
志
郎

初
春
の
ご
祝
詞
を
申
し
上
げ
ま
す
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（左上から）
漓水間小学校統合式典で最後の在校生がマ
ーチングを披露
滷気管挿管認定救急救命士らによるデモン
ストレーション
澆新しい市民活動の拠点として完成した北
部会館
潺過去最高の人出で賑わった「なら燈花会」
潸ファミリーサポート・センター開所式で
大宮保育園児がお祝いの歌を披露

漓 滷 澆

潺 潸

屋外広告景観維持特区に係る違反広告物
簡易除去出発式

特別史跡平城宮跡第1次大極殿正殿復原
事業立柱式

「しみんだより」が創刊1000号に
奈良市が小中一貫教育を行う構造改革特
別区域に認定 来年度から田原小学校・田
原中学校で小中一貫教育を実施します。
水間小学校統合式典 田原小学校との統合
により、130年の歴史に幕を下ろしました。

児童虐待防止ネットワークを設置
平城遷都祭

ＪＲ奈良駅旧駅舎曳家工事見学会
日本「木造の世界遺産」市町村連絡協議
会を設立 観光客誘致のため、姫路市・斑
鳩町・吉野町と設立しました。

学校教育活動支援事業に関する協定に調
印 市内の大学と提携し、教員志望者を幼稚
園や小・中学校に派遣する事業です。

13日

29日

1日
24日

28日

1日
29日

11日
14日

11日

県下初の気管挿管認定救急救命士に認定
証を授与
北部会館開館式典
大分県宇佐市と友好都市提携

なら燈花会（～15日） 過去最高の70万
4,000人が来場しました。

奈良市・月ヶ瀬村・都祁村合併協定調印式
奈良市美術館の入館者が10万人を突破

奈良市長選挙で鍵田忠兵衛氏が初当選
市議会で合併関連議案が議決

ファミリー・サポート・センター、地域
子育て支援センターが開所 地域の子育
て活動を支援するため開設しました。

防災センターの入館者が20万人を突破
奈良市・月ヶ瀬村・都祁村が県知事に合
併申請 12月１日、県議会の議決を経て県
知事が合併を決定しました。

奈良まちかど博物館が新たに3館開館
すでに開館している10館とあわせ、合計13館
となりました。

市立奈良病院が開院

13日

20日
30日

5日

20日
22日

5日
27日

1日

17日
20日

1日

1日

2月

1月

3月

4月

5月

6月

7月

8月

9月

10月

11月

12月

2004
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「
地
方
分
権
」
の
時
代
と
さ
れ
る

現
在
、
国
や
県
か
ら
市
町
村
へ
権

限
・
事
務
の
移
譲
が
進
み
、
住
民
に

最
も
近
い
市
町
村
が
、
自
ら
の
判
断

と
責
任
で
施
策
を
行
う
こ
と
が
重
視

さ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
市
町
村
は
独
自
の
行

財
政
基
盤
を
整
備
し
、
住
民
の
ニ
ー

ズ
に
応
じ
た
行
政
展
開
が
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
景
気
低
迷
に
よ
る
税
収

の
減
少
や
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に

よ
る
歳
入
の
縮
小
、
福
祉
関
連
費
の

増
加
な
ど
、
各
市
町
村
は
非
常
に
厳

し
い
財
政
状
況
に
あ
り
、
効
率
的
な

運
営
が
よ
り
一
層
必
要
に
な
っ
て
い

ま
す
。

そ
こ
で
、
自
治
体
の
基
盤
を
強
化

し
、
多
種
・
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
で
き
る
自
治
体
を
め
ざ
し
、
市

町
村
合
併
が
全
国
的
に
進
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

奈
良
市
は
、
月
ヶ
瀬
村
・
都
祁
村

と
合
併
す
る
こ
と
で
、
両
村
の
恵
ま

れ
た
自
然
環
境
や
広
域
幹
線
道
路
を

活
用
し
た
、
新
た
な
産
業
の
振
興
を

は
じ
め
、
水
源
地
の
環
境
保
全
な
ど
、

様
々
な
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。
ま

た
、
両
村
に
と
っ
て
も
、
中
核
市
で

あ
る
奈
良
市
の
専
門
的
な
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
利
用
で
き
ま
す
。

今
後
は
、
み
な
さ
ん
と
と
も
に
力

を
合
わ
せ
て
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
き
ま
す
。

地
方
分
権
の
時
代
に
ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た

め
、
奈
良
市
・
月
ヶ
瀬
村
・
都
祁
村
が
合
併
し
、
新
し
い
奈
良

市
と
し
て
誕
生
す
る
た
め
、
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

合
併
に
関
す
る
手
続
き
に
つ
い
て
は
、
3
市
村
の
合
併
申
請

を
受
け
て
、
昨
年
12
月
1
日
に
県
知
事
が
合
併
を
決
定
。
こ
の

こ
と
に
よ
り
、
4
月
1
日
の
合
併
が
事
実
上
決
ま
り
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
共
に
新
し
い
奈
良
市
を
築
く
た
め
、
個
性
豊
か
な

月
ヶ
瀬
村
と
都
祁
村
の
魅
力
を
紹
介
し
ま
す
。

月ヶ瀬村＆都祁村ってどんなところ？

昨年10月20日に行った県知事への合併申請

都祁高原マラソン

平城遷都祭

月ヶ瀬梅まつり
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大
和
高
原
の
北
東
に
位
置
す
る

月
ヶ
瀬
村
。
雄
大
な
Ｖ
字
渓
谷
に

名
張
川
が
流
れ
込
む
月
ヶ
瀬
湖
に

沿
っ
た
梅
園
は
有
名
で
、
開
花
時

に
は
二
十
万
人
の
観
光
客
が
訪
れ

ま
す
。

ま
た
、
奈
良
時
代
に
集
落
が
で

き
た
と
さ
れ
る
月
ヶ
瀬
に
は
、
数

多
く
の
石
仏
が
見
ら
れ
、
村
人
を

守
っ
て
き
た
神
社
や
寺
に
は
文
化

財
も
豊
富
で
す
。

現
在
は
、
月
ヶ
瀬
梅
林
を
中
心

に
自
然
資
源
を
大
切
に
し
た
美
し

い
景
観
、
特
産
物
、
温
泉
を
生
か

し
た
交
流
な
ど
、
他
地
域
に
は
な

い
資
源
を
生
か
し
た
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
ま
す
。

名
前
の
由
来

「
こ
の
地
よ
り
眺
望
せ
る
梅
渓

谷
と
せ
せ
ら
ぎ
の
五
月
川
、
川
の

面
に
彩
る
月
影
は
ま
さ
に
月
と
瀬

の
風
情
」
と
、
古
記
に
あ
っ
た
と

さ
れ
、
当
時
の
里
の
名
が
月
瀬
で

あ
っ
た
こ
と
が
伝
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
明
治
の
町
村
制
施
行
で
月
瀬

村
が
誕
生
し
た
と
き
も
、
そ
の
名

前
の
由
来
と
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
古
く
か
ら
梅
渓
の
総
称

的
な
呼
び
名
と
し
て
「
月
ヶ
瀬
」

の
名
が
用
い
ら
れ
て
お
り
、
昭
和

四
十
三
年
の
ダ
ム
建
設
に
伴
う
村

の
大
き
な
変
貌
を
機
に
、
名
勝
地

の
更
な
る
発
展
を
願
っ
て
「
月
ヶ

瀬
村
」
に
改
称
し
ま
し
た
。

つ　き　が　せ 

花が香る郷、人が咲く村
村の宝を誇りに、夢がもてる地域づくり

観光スポット

名勝「月瀬梅林」
大正11年３月、奈良公園・金

沢兼六園ととも
に名勝地指定さ
れました。毎年
２月中頃から３
月末にかけて梅
まつりを開催、
多くの観光客で
賑わいます。

湖畔の里つきがせ
特産品を直売するほか、地元の食材を

使った郷土料理が食べられます。八幡橋
と名張川の絶景ポイントにあり、気軽に
立ち寄れるドライブ休憩スポットです。

ロマントピア月ヶ瀬
茶や新鮮野菜の販売をはじ

め、茶・こんにゃく・餅・味
噌づくりなどの加工体験もで
きる体験実習館です。

梅の郷月ヶ瀬温泉
露天風呂をはじめ、サウナ、休憩

室、足湯も備えた本格派温泉です。

尾山代
お や み で

遺跡
昭和60年に発見された、古代の

邑（集落）跡。奈良時代から平安
時代末期の遺跡とされ、県の文化
財に指定されています。

菊家家
き く や け

住宅
18世紀はじめ頃の建築とさ

れ、かつては旅籠を兼業して
いた小民家。古風な入母屋造
り茅葺きで、国の重要文化財
に指定されています。

こんにゃく作り体験
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月ヶ瀬村＆都祁村ってどんなところ？

つ　　　げ 

人と自然が共生する
活力あふれる新高原都市をめざして

大
和
高
原
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置

す
る
都
祁
村
。
村
内
に
広
が
る
高

原
地
帯
は
、
美
し
い
自
然
に
恵
ま

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
歴
史
は
縄
文

時
代
に
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
古
代

に
は
独
立
国
家
「
闘
鶏
（
つ
げ
）

国
」
と
し
て
、
中
世
に
は
伊
勢
や

伊
賀
に
通
じ
る
交
通
の
要
所
と
し

て
栄
え
ま
し
た
。

現
在
は
、
名
阪
国
道
で
京
阪
神

と
名
古
屋
を
直
結
す
る
と
い
う
恵

ま
れ
た
交
通
条
件
を
基
に
、
道
の

駅
「
針
テ
ラ
ス
」
の
整
備
や
企
業

立
地
、
宅
地
開
発
が
進
ん
で
い
ま

す
。名

前
の
由
来

「
つ
げ
」
の
由
来
に
つ
い
て
は
、

漓
古
代
朝
鮮
語
で
「
闘
鶏
」
の
こ

と
を
「
ツ
ゲ
」
と
言
い
、
古
代
こ

の
地
で
闘
鶏
が
行
わ
れ
て
い
た
、

滷
「
都
祁
」
は
漢
音
で
「
ト
キ
」

と
読
み
、
古
代
朝
鮮
語
で
「
日
の

出
」
を
意
味
す
る
、
澆
「
つ
げ

（
黄
楊
）」
の
木
か
ら
、
潺
「
ツ
ゲ
」

は
地
形
を
表
す
「
ト
ガ
」「
タ
キ
」

「
ツ
キ
」
同
様
に
「
険
し
い
所
」

を
意
味
す
る
、
な
ど
様
々
な
諸
説

が
あ
り
ま
す
。

観光スポット

スズラン群落
吐山香酔峠などに群生し、５

月末頃に可憐な花を咲かせ
ます。北地生植物であるス
ズランが自然分布する南限
地として、国の天然記念物
に指定されています。

道の駅「針テラス」
名阪国道の針インターチェンジに

隣接する、多機能型サービスエリア。
レストラン、特産品販売をはじめ、
都祁村情報館、温泉浴場・プール・
トレーニングジム等を備えた健康増
進施設「都祁温泉フィットネスバー
ド」も併設しています。

来迎
らいこう

寺
快慶作とされる善導大

師坐像（国指定重要文化
財）をはじめ、阿弥陀如
来座像（県指定文化財）
など、貴重な文化財を蔵
しています。

観光農園「はなはなビレッジ」
四季折々の花や土に親しむ

農業体験、キャンプ、バーベ
キューなどが楽しめます。

都祁水分
みくまり

神社・山口神社
水分神社は、大和国水分四社の一つとして崇敬

され、一間社春日造桧皮葺の本殿は国の重要文化
財に指定されています。また、その社内にあった
とされる山口神社の裏の山頂には、水分大明神が
降臨したと伝えられる五社尾の神石があります。

金龍
きんりゅう

寺
室町時代末期、東大寺の末

寺として創建。聖観音菩薩立
像は、法隆寺の六観音像に匹
敵する飛鳥時代の傑作仏像と
して、国の重要文化財に指定
されています。

三稜墓
さんりょうぼ

古墳群
大和高原最大級の古墳。

５世紀後半の築造で、一帯
を支配した首長の墳墓と考
えられています。

山口神社

都祁村情報館
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県知事からの決定通知を受理（12月2日）

昨
年
十
二
月
一
日
の
県
議
会

で
、
奈
良
市
・
月
ヶ
瀬
村
・
都

祁
村
の
廃
置
分
合
（
合
併
）
に

関
す
る
議
案
が
可
決
さ
れ
、
同

日
県
知
事
の
決
定
が
あ
り
ま
し

た
。こ

れ
ま
で
、
三
市
村
の
合
併

協
議
は
、
平
成
十
五
年
四
月
二

十
五
日
に
月
ヶ
瀬
村
か
ら
、
同

年
五
月
六
日
に
都
祁
村
か
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
奈
良
市
へ
合
併
協
議

の
申
し
入
れ
が
あ
り
、
同
年
十

月
に
法
定
の
合
併
協
議
会
を
設

置
し
ま
し
た
。

協
議
会
は
延
べ
十
一
回
開
催

し
、
合
併
協
定
項
目
の
調
整
や

新
市
建
設
計
画
作
成
の
た
め
、

協
議
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
ま

た
、
各
市
村
の
議
会
で
も
特
別

委
員
会
を
設
置
し
、
慎
重
な
審

議
が
重
ね
ら
れ
ま
し
た
。

昨
年
八
月
二
十
日
に
は
、
合

併
協
議
の
集
大
成
と
し
て
合
併

協
定
を
調
印
。
こ
れ
を
受
け
、

各
市
村
の
議
会
で
合
併
関
連
議

案
が
可
決
さ
れ
、
同
年
十
月
二

十
日
に
県
知
事
へ
合
併
申
請
を

行
い
ま
し
た
。

今
回
の
決
定
は
、
こ
の
申
請

に
基
づ
く
も
の
で
、
県
知
事
か

ら
総
務
大
臣
へ
届
出
が
行
わ

れ
、総
務
大
臣
の
告
示
を
経
て
、

四
月
一
日
の
合
併
が
正
式
に
決

ま
り
ま
す
。

【問い合わせ】合併に関する内容は市役所合併対策室（蕁３４―１１１１豎）、
月ヶ瀬村については月ヶ瀬村役場（蕁０７４３９―２―０１３１豎）、都祁
村については都祁村役場（蕁０７４３―８２―０２０１豎）へ。

三市村の合併が県議会で議決、
県知事が決定

月
ヶ
瀬
村

【
大
和
茶
】

良
質
の
茶
葉
を
育
む
気
候
風
土

に
恵
ま
れ
、
茶
栽
培
の
歴
史
は
300

年
以
上
。
銘
茶
と
し
て
名
高
い
大

和
茶
の
生
産
地
と
し
て
、
質
・
量

と
も
県
内
一
を
誇
り
ま
す
。
最
近

で
は
、
健
康
食
品
と
し
て
親
し
ま

れ
て
い
る
粉
末
茶
も
あ
り
ま
す
。

【
梅
製
品
】

古
く
か
ら
梅
加
工
の
歴
史
が
あ

り
、
梅
干
し
を
は
じ
め
、
お
茶
う

け
と
し
て
重
宝
さ
れ
て
い
る
梅

漬
、
さ
わ
や
か
な
味
が
好
評
の
梅

シ
ロ
ッ
プ
、
梅
肉
ジ
ャ
ム
、
梅
チ

ョ
コ
な
ど
種
類
も
豊
富
で
す
。

【
し
い
た
け
】

肉
厚
で
香
り
高
く
、
料
理
に
最

適
で
す
。
丹
精
こ
め
て
育
て
た
季

節
の
野
菜
も
豊
富
で
す
。

都
祁
村

【
都
祁
産
米
「
つ
げ
の
か
が
や
き
」】

古
来
か
ら
「
友
田
白
石
碁
盤
の

表
　
な
ぜ
に
裏
毛
が
で
き
ぬ
や

ら
」
と
里
歌
に
歌
わ
れ
、
水
田
を

中
心
と
し
た
稲
作
が
盛
ん
で
す
。

粘
り
強
い
も
ち
米
で
つ
き
あ
げ

た
「
か
き
も
ち
」
も
好
評
で
す
。

【
野
菜
】

ト
マ
ト
、
ナ
ス
、
茶
な
ど
の
農

産
物
も
名
産
で
す
。
最
近
で
は
、

地
元
の
素
材
を
生
か
し
て
、
添
加

物
・
防
腐
剤
等
を
使
用
し
な
い
ト

マ
ト
ジ
ュ
ー
ス「
む
て
ん
か
く
ん
」

や
手
作
り
味
噌
「
ま
め
一
番
」
等

の
加
工
食
品
が
人
気
で
す
。

健
康
食
品
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
「
赤
し
そ
」
か
ら
作
っ
た

「
し
そ
水
」
も
あ
り
ま
す
。

かきもち

トマトジュース
「むてんかくん」

大和茶

しいたけ
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◇自主防災組織の結成から活動まで
漓主に自治連合会単位で、組織の必要性について議論します。
滷結成を決定します。
澆規約を作成し、組織を編成します。
潺年間の活動計画を作成し、活動を開始します。

◇活動内容例

◇組織の編成例

◆防災写真・防災用品展
「防災とボランティア週間」にあたり、防災

への関心を高めるとともに災害時の備えとボラ
ンティア活動について考えてもらおうと開きま
す。関東大震災から阪神・淡路大震災までの主
な地震災害の写真パネルや「避難21点セット」
などの防災用品を展示します。
とき…１月17日豺～21日貊午前８時半～午後

５時15分（21日は午後４時まで） 蜷ところ…
北部出張所（右京一丁目）

◆FMラジオで防災情報番組
「防災MEMO」を放送しています
火災や地震などの災害に備えるため、火災を

出さないポイントや119番通報の仕方など、
身近な防災知識をお知らせしています。
放送時間…毎日午前８時半、10時半、午後４

時半、６時半からの１分間　蜷放送局…ならど
っとＦＭ78.4ＭＨｚ
また、大規模災害が発生した時には、緊急放

送を同じFM78.4MHzで流します。災害時に
備えてＦＭ放送も聴けるラジオがあれば、いざ
という時に役立ちます。

この週間は、平成７年１月17日に発生した阪神・淡路大震
災の記憶を風化させず、防災に対する意識を高めるために定
められました。
「災害は、忘れた頃にやってくる」といいますが、「私た

ちは大丈夫」「災害のことは行政にまかせればいい」といっ
た認識の甘さが、大きな被害を生む要因となります。
特に、昨年は全国で大規模な災害が発生しました。災害に

よる被害を最小限にとどめるには、自分たちの安全だけを考
えるのではなく、地域社会が一体となって防災について考え、
行動することが大切です。ここで紹介する自主防災組織を例
に、地域社会の防災活動について考えてみましょう。

平 常 時 災 害 時

本　部

情報班

○年間活動計画の作成
○防災関係機関との連絡調整

○地震に関する正しい知識の習得
○映画、講演、印刷物による啓発
○情報収集、伝達訓練の実施

○災害状況の集約
○防災関係機関との連絡調整
○各班への指示

○被害状況の収集・集約
○防災関係機関からの災害情報の伝達
○デマや出火防止の広報

消火班
○初期消火についての講習会開催
○初期消火訓練の実施
○消火機材の点検

○防災関係機関が現場に到着する
までの初期消火
○防災関係機関到着後の協力

救　助
救出班

○地域内災害弱者の把握
○応急手当の技術習得
○救助救出に関する講習会開催

○負傷者の救助救出と搬送
○防災関係機関が開設する避難所
での協力

避　難
誘導班

○地域内災害弱者の把握
○地域住民の集合場所・避難場所
の確認、点検
○避難訓練の実施

○地域住民の避難誘導
○避難場所の安全確認
○避難住民の確認

給　食
給水班

○炊出し訓練の実施
○炊出し機材の点検

○炊出しの実施
○防災関係機関が実施する給水、
炊出し、救援物資の配付などに
協力

（本部）
会長、副会長、各班長

情報班、消火班、救助救出班、
避難誘導班、給食給水班

自主防災組織を結成しましょう

個人レベルでは対応できないような災害時に、地域住民が一体となって
対処できるように自主的に結成された防災組織です。地域住民の理解と協
力のもと、１月現在で済美、済美南、神功、朱雀、右京、左京、帯解の７
地区で結成されています。結成については、市役所防災課（蕁３４―１１
１１豎）または市消防局警防課（蕁３５―１１９３）へ相談してください。

◆非常持ち出し品の準備を
万一の災害に備え、非常食や必要なものをリ

ュックサックなどにまとめておきましょう。市
では、10万食を目途に備蓄食糧の確保をすすめ
ていますが、最低でも３日間は自力でしのげる
準備をしておきましょう。
◆井戸水の活用を
万一の災害時に、水の確保は重要です。そん

な時に、井戸水も頼りになります。日頃から、
井戸水の活用を考えてみましょう。

※これらの組織や内容はあくまで一例で、地域の実情にあった
自主防災組織を結成することが大切です。

1月15日～21日は「防災とボランティア週間」

家族とまちを
災害から守るために
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◆
愛
の
一
声
は
、
ま
ず
あ
い
さ
つ
か
ら

地
域
ぐ
る
み
で
子
ど
も
た
ち
に
、「
お

は
よ
う
」「
こ
ん
に
ち
は
」「
さ
よ
う
な
ら
」

の
声
か
け
を
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
愛
の
一
声
を
、
ど
の
子
ど
も
に
も

子
ど
も
の
夜
遊
び
や
気
に
な
る
行
動
を

見
か
け
た
ら
、
自
分
の
子
ど
も
と
同
じ
よ

う
に
積
極
的
に
声
を
か
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
「
も
し
子
ど
も
が
被
害
に
遭
っ
て
し
ま

っ
た
ら
…
」
初
期
対
応
が
大
切
で
す

漓
子
ど
も
の
心
身
の
状
態
を
よ
く
見
て

適
切
な
処
置
を
し
て
く
だ
さ
い

滷
で
き
る
だ
け
早
く
、
た
め
ら
わ
ず
に

警
察
（
一
一
〇
番
）
に
通
報
し
て
く

だ
さ
い

澆
学
校
園
へ
、
正
確
に
情
報
を
伝
え
て

く
だ
さ
い

◆
二
次
的
被
害
か
ら

子
ど
も
を
守
り
ま
し
ょ
う

風
評
が
、
子
ど
も
の
人
権
・
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
を
侵
害
し
ま
す
。
情
報
が
錯
綜
す
る

時
代
だ
け
に
、
子
ど
も
の
「
心
の
ケ
ア
」

を
忘
れ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
大
人
の
必
要
以
上
に
過
敏
な
反

応
は
、
子
ど
も
た
ち
の
不
安
を
一
層
あ
お

っ
て
し
ま
い
ま
す
。
落
ち
着
い
て
、
正
確

な
情
報
収
集
と
適
切
な
対
応
を
お
願
い
し

ま
す
。

新
学
期
が
始
ま
る
と
、
希
望
に
胸
を
ふ
く
ら
ま
せ
、
子
ど
も
た
ち
が
元
気

に
登
校
園
し
て
き
ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
た
ち
の
ま
わ
り
に
は
不
審
者
・

痴
漢
・
通
り
魔
な
ど
思
わ
ぬ
危
険
が
ひ
そ
ん
で
い
ま
す
。

昨
年
十
一
月
に
は
、
市
内
で
女
子
児
童
が
連
れ
去
ら
れ
、
尊
い
命
が
奪
わ

れ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
事
件
が
発
生
し
ま
し
た
。
か
け
が
え
の
な
い
子
ど
も

た
ち
を
事
件
や
事
故
か
ら
守
る
た
め
、
地
域
の
安
全
確
保
の
輪
を
広
げ
、
安

全
な
ま
ち
づ
く
り
に
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

子
ど
も
の
た
め
に
、
今
お
と
な
が
で
き
る
こ
と
を

か
け
が
え
の
な
い
小
さ
な
命
を
、
み
ん
な
で
守
る
た
め
に

子どもたちの笑顔を守るために、市民のみなさんの協力をお願いします。
写真は、「なら教育の日」記念集会で、元気に学習発表する子どもたち。



危険標識
水の事故や痴漢に対する注意を喚
起するため、小学校ＰＴＡや中学校
区少年指導協議会の活動を通して、
地域危険個所に設置しています。
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学校・地域・家庭が一体となって 「なら教育の日」記念集会

〈安全推進アピール〉
○ かけがえのない命を大切にしよう
○ 危険から身を守るための安全教育を徹底しよう
○ 子どもの安全を守るためのコミュニケーションをもとう
○ 我が子を見る目で全ての子どもを見守ろう

安全推進アピ
ールを朗読

子ども110番の家
事業者と警察が連携して、子ども

の安全を守ろうと設置しています。

子ども安全の家
子どもを取り巻く事故や犯罪

を未然に防ぐため、自主的に活
動する団体に配布しています。
子どもが助けを求めてきた際

の保護をはじめ、登下校時の声
かけなど、地域での子どもの安
全確認に取り組んでいます。

安全確保と啓発を目的に、市役所
の公用車などに掲示しています

理髪店

金融機関
郵便局

赤旗

白旗

ガソリン
スタンド

「子どもは宝」
地域の目で

子どもを守りましょう

子どもの安全確保や注意喚起のため
このような旗を設置しています

【問い合わせ】
市役所少年指導センター（蕁３４―４８６３）へ。

「古都奈良の文化財」の世界遺産登録が決定し
た12月２日にちなみ、市民一人ひとりが奈良市の
教育について考えてもらおうと、この日を「なら
教育の日」と定めています。そこで、12月２日に
記念集会をなら100年会館で開き、教育関係者や
保護者など約1,400人が参加しました。
当日は、登美ケ丘北中学校吹奏楽部の演奏で開
会。済美幼稚園児や富雄第三小学校５年生、都南
中学校３年生、マンドリンアンサンブル“まほろ
ば”と女声コーラス「Tomio  Chorus」のみなさ
んによる学習発表、奈良大学文学部教授の水野正
好さんによる記念講演がありました。
また、富雄北小学校児童の事件を受け、「子ど

もの安全をめぐる危機的な状況を強く受け止め、
不審者から子どもを守るため、学校・家庭・地域
が一体となって取り組みを進める」ための安全推
進アピールを宣言しました。

〈みなさんの協力をお願いします〉
子どもたちの安全確保のため、登下校時の安全

指導・街頭指導をはじめ、地域や学校が連携して
様々な取り組みを行っています。今後も引き続き、
積極的な参加をお願いします。



売
り
に
出
た
五
重
塔

明
治
の
は
じ
め
、
興
福
寺
が
廃
寺
と
さ

れ
た
一
八
七
二
年
（
明
治
五
）
ご
ろ
の
こ

と
、
五
重
塔
が
売
り
に
出
さ
れ
た
こ
と
が

あ
っ
た
。
そ
の
値
段
は
、
五
〇
円
と
も
二

五
円
と
も
、
ま
た
五
円
と
も
い
わ
れ
て
い

て
は
っ
き
り
し
な
い
。
買
主
は
九
輪
な
ど

の
金
具
が
目
あ
て
だ
っ
た
の
だ
が
、
取
り

こ
わ
し
に
費
用
が
か
か
る
と
い
う
の
で
、

こ
れ
を
焼
い
て
し
ま
お
う
と
し
た
。
類
焼

の
危
険
が
あ
る
と
、
民
家
か
ら
反
対
が
出

て
話
は
こ
わ
れ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
。
お

か
げ
で
わ
た
し
た
ち
は
、
猿
沢
池
に
う
つ

る
五
重
塔
の
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
わ

け
で
あ
る
。

ま
た
、
こ
れ
よ
り
さ
き
、
一
八
六
八
年

（
明
治
元
）
奈
良
に
き
た
薩
摩
の
兵
が
、

正
倉
院
の
池
の
と
こ
ろ
か
ら
大
仏
殿
に
大

砲
を
ぶ
っ
ぱ
な
そ
う
と
し
た
と
こ
ろ
、
春

日
さ
ん
の
方
か
ら
「
も
し
タ
マ
が
そ
れ
て

社
殿
に
落
ち
た
ら
ど
う
し
て
く
れ
る
」
と

強
い
反
対
が
出
て
、
ど
う
に
か
難
を
免
れ

た
と
い
う
話
も
あ
る
。
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み
な
さ
ん
は
、
か
つ
て
滋
賀
県
の

信
楽
町
に
都
が
あ
っ
た
こ
と
を
ご
存

知
で
す
か
。
信
楽
焼
の
狸
が
有
名
な

陶
器
の
町
・
信
楽
は
、
奈
良
市
か
ら

車
で
約
一
時
間
二
十
分
。
近
隣
町
と

合
併
し
、
平
成
十
六
年
十
月
か
ら
甲

賀
市
と
な
り
ま
し
た
。

近
年
、
遺
跡
発
掘
調
査
に
よ
っ
て

古
代
史
の
貴
重
な
史
料
で
あ
る
「
木

簡
」
が
多
数
出
土
し
、
奈
良
時
代
に

造
ら
れ
た
紫
香
楽
宮
の
宮
殿
跡
な
ど

が
判
明
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
奈
良
時
代
の
文
献
資
料
の

研
究
も
進
み
、
紫
香
楽
宮
や
大
仏
を

覆
っ
て
い
た
歴
史
の
厚
い
ヴ
ェ
ー
ル

が
次
々
に
は
が
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
全

国
か
ら
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。

◆
聖
武
天
皇
と
紫
香
楽
宮

聖
武
天
皇
は
、
恭
仁
京
、
難
波
京
、

紫
香
楽
宮
を
造
り
ま
し
た
が
、
紫
香

楽
宮
に
最
も
力
を
注
が
れ
た
と
さ
れ

て
い
ま
す
。
天
平
十
四
年
（
七
四
二
）

か
ら
造
り
始
め
ら
れ
、
信
楽
は
天
平

の
政
治
・
宗
教
・
文
化
の
重
要
な
場

所
と
な
り
ま
す
。

天
平
十
五
年
（
七
四
三
）、
聖
武

天
皇
は
紫
香
楽
の
地
で
「
大
仏
を
造

る
」
こ
と
を
宣
言
（
大
仏
造
顕
の
詔
）

さ
れ
ま
す
。
甲
賀
寺
の
造
営
と
大
仏

の
製
作
が
始
ま
り
、
翌
年
に
は
大
仏

の
骨
体
柱
が
建
て
ら
れ
ま
し
た
。

天
平
十
七
年
（
七
四
五
）、
紫
香

楽
宮
が
新
京
（
首
都
）
と
さ
れ
ま
す

が
、
周
辺
で
山
火
事
や
地
震
が
起
こ

る
と
人
々
は
動
揺
し
、
都
を
平
城
京

に
戻
し
ま
す
。
や
が
て
、
紫
香
楽
宮

は
火
災
に
よ
り
焼
失
し
、
大
仏
造
顕

の
大
事
業
は
東
大
寺
に
受
け
継
が
れ

ま
す
。

◆
奈
良
と
信
楽
を
結
ぶ
糸
と
は
…

「
続
日
本
紀
」
に
よ
る
と
、
聖
武

天
皇
は
紫
香
楽
へ
行
幸
す
る
た
め
、

近
江
甲
賀
に
通
じ
る
道
路
を
建
設
し

た
と
あ
り
、
平
城
京
か
ら
数
度
紫
香

楽
へ
行
幸
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
東
大
寺
大
仏
殿
を
造
る
た

め
に
多
く
の
木
材
が
信
楽
か
ら
東
大

寺
へ
運
ば
れ
た
そ
う
で
す
。
運
搬
経

路
は
、
信
楽
の
大
戸
川
を
下
り
、
木

材
を
集
積
す
る
拠
点
が
あ
っ
た
大
津

市
の
石
山
寺
に
集
め
ま
し
た
。
そ
し

て
、
瀬
田
川
か
ら
宇
治
川
へ
、
さ
ら

に
淀
川
か
ら
木
津
川
を
通
っ
て
東
大

寺
へ
運
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
地

図
で
経
路
を
調
べ
て
み
て
も
、
気
の

遠
く
な
る
事
業
で
す
。

東
大
寺
以
外
に
も
、
平
城
京
や
奈

良
の
神
社
仏
閣
に
多
く
の
木
材
を
信

楽
か
ら
伐
り
出
し
た
そ
う
で
す
。
湖

南
ア
ル
プ
ス
の
山
々
が
荒
れ
て
い
る

の
は
、
こ
の
時
代
の
伐
採
が
原
因
と

さ
れ
て
い
ま
す
。
木
材
が
足
り
な
く

な
る
と
、
比
良
山
地
や
そ
の
周
辺
か

ら
伐
り
出
し
、
川
を
利
用
し
て
奈
良

へ
運
ん
だ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。「
正

倉
院
文
書
」
に
よ
る
と
、
数
十
万
本

の
木
材
が
運
び
出
さ
れ
た
と
推
定
さ

れ
ま
す
。

さ
ら
に
、
信
楽
に
は
古
来
か
ら
山

岳
信
仰
の
聖
域
と
さ
れ
て
き
た
飯
道

山
が
あ
り
、
そ
の
山
頂
近
く
に
は
飯

道
神
社
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
分
神
社

が
東
大
寺
二
月
堂
に
あ
り
、
興
成
神

社
・
遠
敷
神
社
と
と
も
に
二
月
堂
の

鎮
守
神
で
す
。

◆
広
が
る
天
平
の
ロ
マ
ン

平
成
十
四
年
、
信
楽
町
黄
瀬
地
区

の
鍛
冶
屋
敷
遺
跡
発
掘
調
査
で
、
大

型
の
銅
製
品
を
鋳
造
す
る
工
房
が
出

土
し
ま
し
た
。
現
地
説
明
会
も
行
わ

れ
、
全
国
か
ら
歴
史
フ
ァ
ン
が
集
ま

っ
て
大
騒
動
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
遺
跡
は
、
甲
賀
寺
の
造
営
に

関
す
る
工
房
だ
と
推
測
さ
れ
て
い
ま

す
が
、
全
国
に
も
類
を
見
な
い
大
規

模
な
工
房
で
あ
る
た
め
、
大
仏
造
顕

に
も
決
し
て
無
関
係
で
は
な
い
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
他
に
も
、
奈
良
と
信
楽
を
結

ぶ
文
書
が
多
く
出
て
お
り
、
調
べ
て

い
く
と
新
し
い
こ
と
が
発
見
さ
れ
ま

す
。
い
か
に
、
大
仏
造
顕
が
大
事
業

で
あ
っ
た
か
を
う
か
が
い
知
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

ぜ
ひ
、
信
楽
へ
足
を
運
ん
で
み
て

く
だ
さ
い
。
狸
が
み
な
さ
ん
を
優
し

く
迎
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

奈
良
と
信
楽
を
結
ぶ
糸

紫
香
楽
宮
と
大
仏
の
つ
な
が
り

大谷 孝さん

か
つ
て
、
紫
香
楽
宮
が
あ
っ
た
と
さ
れ
る

宮
町
遺
跡
（
甲
賀
市
信
楽
町
宮
町
）

東
大
寺
二
月
堂
横
に
あ
る
飯
道
神
社
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七つの色が存在しあうからこそ美しい虹のように
互いの違いを認めあう「共生の社会」をめざして

男
女
共
同
参
画
へ
の
動
き
は
世

界
的
な
流
れ
で
す
が
、
諸
外
国
と

比
べ
て
日
本
の
状
況
は
立
ち
遅
れ

て
い
る
と
言
え
ま
す
。

そ
こ
で
、
日
本
と
諸
外
国
の
違

い
を
、
平
成
十
五
年
「
男
女
共
同

参
画
白
書
」
の
数
値
か
ら
紹
介
し

ま
す
。

◆
働
き
過
ぎ
の
お
父
さ
ん

週
あ
た
り
の
労
働
時
間
を
年
齢

別
に
見
る
と
、
ち
ょ
う
ど
育
児
期

に
あ
た
る
三
十
〜
四
十
歳
代
の
男

性
の
四
人
に
一
人
が
、
六
十
時
間

以
上
に
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
育
児
休
業
の
取
得
状
況

を
見
る
と
、
母
の
八
十
・
二
％
が

育
児
休
業
を
「
取
得
済
み
」
ま
た

は
「
取
得
予
定
」
で
あ
る
の
に
対

し
、
父
は
わ
ず
か
〇
・
七
％
と
な

っ
て
い
ま
す
。

職
場
の
雰
囲
気
や
仕
事
の
状
況

か
ら
休
業
を
取
り
に
く
い
だ
け
で

な
く
、
男
性
自
身
も
育
児
休
業
の

可
能
性
を
自
分
自
身
の
こ
と
と
し

て
関
心
を
持
っ
て
い
な
い
こ
と
な

ど
が
要
因
に
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

◆
気
持
ち
は
あ
る
け
ど
…

「
仕
事
や
家
庭
に
お
け
る
男
性

の
望
ま
し
い
生
き
方
」
に
関
す
る

意
識
を
見
て
み
る
と
、「
仕
事
と

家
庭
を
両
立
さ
せ
る
」
が
女
性
で

五
十
三
・
二
％
、
男
性
で
四
十

三
・
三
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
実
際
に
育
児
期
に
あ

る
日
本
の
夫
の
育
児
・
家
事
時
間

（
家
事
関
連
時
間
）
は
〇
・
八
時

間
。
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
三
・
七
時

間
、
ド
イ
ツ
の
三
・
五
時
間
と
比

較
し
て
、
大
変
短
い
も
の
で
す
。

仕
事
と
子
育
て
の
両
立
を
望
む

男
性
は
、
決
し
て
少
な
く
は
あ
り

ま
せ
ん
。
し
か
し
、
長
時
間
労
働

に
縛
ら
れ
、
実
際
に
は
家
庭
で
家

事
・
育
児
を
分
担
す
る
状
況
で
は

あ
り
ま
せ
ん
。

と
は
言
え
、
妻
が
育
児
に
疲
れ

て
い
る
と
、
夫
の
三
割
が
「
精
神

的
・
肉
体
的
に
疲
れ
て
仕
事
の
能

率
が
落
ち
た
こ
と
が
あ
る
」
と
答

え
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
は
市

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す

な
ら
」（
蕁
三
四
―
一
五
二
五
）、

「
虹
の
ひ
ろ
ば
」
に
つ
い
て
は
市

人
権
啓
発
セ
ン
タ
ー
（
蕁
七
二
―

一
五
一
〇
）
へ
。

ち
ょ
っ
と
注
目
　
男
女
共
同
参
画

男
女
共
同
参
画
に
関
わ
る
問
題
を
数
字
で
見
て
み
る
と
…

「
男
性
の
家
事
・
育
児
参
加
」
編

◆
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

推
進
し
ま
す

平
成
十
一
年
六
月
に
、
男
女
共

同
参
画
社
会
の
実
現
を
二
十
一
世

紀
の
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け

た
、
男
女
共
同
参
画
社
会
基
本
法

が
制
定
さ
れ
ま
し
た
。

市
で
も
、
こ
の
法
の
理
念
・
趣

旨
に
沿
っ
た
施
策
を
総
合
的
・
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
一
五
年

四
月
か
ら
市
男
女
共
同
参
画
推
進

条
例
を
施
行
し
て
い
ま
す
。
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住
宅
用
地
の
異
動
申
告
を

居
住
用
の
住
宅
を
新
築
・
増
築
し
た
り

家
屋
の
用
途
を
居
住
用
に
変
更
し
た
場
合

は
、
住
宅
用
地
を
対
象
と
す
る
税
負
担
を

軽
減
す
る
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
、

１
月
31
日
ま
で
に
異
動
申
告
を
し
て
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
現
在
住
宅
を
建
て
替
え
中

の
場
合
も
、
一
定
の
用
件
を
満
た
す
場
合

は
同
様
の
特
例
措
置
が
あ
り
ま
す
の
で
申

告
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
資
産
税
課
へ
。

償
却
資
産
の
申
告
を

対
象
…
市
内
で
事
業
を
営
み
、
平
成
17

年
１
月
１
日
現
在
そ
の
事
業
用
に
供
す
る

償
却
資
産
の
所
有
者
　
▼
申
告
期
限
…
１

月
31
日
　
▼
申
告
先
…
市
役
所
資
産
税
課

く
わ
し
く
は
、
同
課
へ
。

１
月
１
日
か
ら

自
動
車
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
ス
タ
ー
ト

自
動
車
所
有
者
は
、
リ
サ
イ
ク
ル
料
金

の
支
払
い
と
と
も
に
、
廃
車
を
自
治
体
に

登
録
し
た
引
取
業
者
に
引
渡
す
こ
と
が
義

務
付
け
ら
れ
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金

は
、
１
月
１
日
以
降

に
新
車
を
購
入
す
る

場
合
は
購
入
時
に
支

払
い
ま
す
。
ま
た
、

平
成
16
年
12
月
31
日

現
在
で
所
有
し
て
い

る
車
は
次
回
の
車
検
時
ま
で
に
、
車
検
を

受
け
ず
廃
車
す
る
場
合
は
廃
車
時
に
支
払

い
ま
す
。
支
払
い
は
、
車
１
台
に
つ
き
原

則
１
回
限
り
で
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
内
引
取
業
者
等
に
つ

い
て
は
、市
役
所
産
業
廃
棄
物
対
策
課
へ
。

リ
サ
イ
ク
ル
料
金
に
つ
い
て
は
、
各
自
動

車
メ
ー
カ
ー
や
輸
入
業
者
、
デ
ィ
ー
ラ
ー

等
で
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で

悩
ん
で
い
る
人
へ

配
偶
者
暴
力
防
止
法
が
改
正
さ
れ
ま
し
た

「
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
」
の
定
義
拡
大
、

保
護
命
令
制
度
の
拡
充
、
被
害
者
の
自
立

支
援
の
明
確
化
な
ど
が
改
正
さ
れ
、
昨
年

12
月
２
日
に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
保
護
命

令
の
対
象
を
子
ど
も
や
離
婚
し
た
元
配
偶

者
ま
で
拡
大
す
る
と
と
も
に
、
退
去
命
令

の
期
間
を
２
か
月
に
延
長
さ
れ
て
い
ま
す
。

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
な

ら
」
の
女
性
問
題
相
談
室
（
蕁
三
四
―
一

三
七
八
）
で
は
、
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
に

関
す
る
悩
み
に
も
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談

日
時
は
、
毎
週
月
・
水
・
金
・
土
曜
日
の

午
前
10
時
〜
正
午
・
午
後
１
時
〜
４
時
で

す
。
同
相
談
は
、
毎
週
月
・
水
曜
日
の
同

時
間
に
西
部
会
館
２
階
（
学
園
南
三
丁
目

蕁
四
六
―
三
九
七
八
）
で
も
行
っ
て
い
ま
す
。

な
お
、
内
閣
府
で
は
配
偶
者
か
ら
の
暴

力
被
害
者
支
援
情
報
サ
イ
ト
（http://w

w
w
.

gender.go.jp/e-vaw
/index.htm

）
を
開
設

し
て
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
同
セ
ン
タ
ー
（
蕁
三
四

―
一
五
二
五
）
へ
。

法
定
調
書
の
提
出
は

１
月31

日
ま
で
に

法
人
と
個
人
の
事
業
主
は
、
平
成
16
年

中
の
支
払
に
か
か
る
法
定
調
書
を
１
月
31

日
豺
ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

税
務
署
に
提
出
す
る
も
の
…
漓
平
成
16

年
分
の
法
定
調
書
合
計
表
滷
法
定
調
書

（
給
与
所
得
の
源
泉
徴
収
票
、
退
職
所
得

の
源
泉
徴
収
票
、
報
酬
・
料
金
・
契
約
金

や
賞
金
の
支
払
調
書
、
不
動
産
の
使
用
料

等
の
支
払
調
書
、
不
動
産
等
の
譲
受
け
対

価
の
支
払
調
書
、
不
動
産
等
の
売
買
ま
た

は
貸
付
の
あ
っ
せ
ん
手
数
料
の
支
払
調

〈中央・西部・北部図書館　1月の休館日〉 
　1～4日、10日、11日、17日、24日、30日、31日 

〔駐車時間〕Ａ＝午後0:30～2:00　Ｂ＝午後2:30～4:00  
1月の移動図書館 巡回日程 

と　こ　ろ 
東九条町モータープール（東松商店） 
八条町　大安寺人権文化センター駐車場 
中登美ヶ丘一丁目　中央集会所前広場 
四条大路南町　自治会館駐車場 
富雄北一丁目　第2号街区公園前北（ロイヤルヒルズ富雄） 
西九条町　西九条会館駐車場 
東九条町　宮ノ森住宅集会所前 
富雄北三丁目　ネオハイツ富雄北フォレストガーデン前 
菅原町　やまや駐車場 
三条町　奈良ハイタウン東入口 
南永井町　第1号街区公園前 
帝塚山一丁目　第1号街区公園 
帝塚山四・五丁目集会所　帝山荘前 
五条西一丁目　ライフストア西の京店駐車場 
千代ヶ丘二丁目　大倭滝の峯荘玄関前 
西大寺宝ヶ丘　自衛隊宿舎駐車場 
鳥見町二丁目　富雄公民館駐車場 
三松ヶ丘　第1号街区公園 
秋篠早月町　秋篠サンパレス駐車場 
川上町　ケアハウス万葉駐車場 
青山六丁目　集会所前 
学園大和町一丁目　第1号街区公園 
佐保台二丁目　集会所駐車場 
富雄北三丁目　街区公園前 
二条町三丁目　淺沼組社員寮 
法華寺町　法華寺駐車場 
富雄団地48号棟前　天の川小径 
桂木町　桂木団地多目的広場 
丸山一丁目　西部生涯スポーツセンター球技場駐車場 
富雄泉ヶ丘　第3号街区公園（ABC公園）前 
 

時間 
A 
B 
B 
B 
B 
A 
B 
B 
B 
A 
B 
A 
B 
B 
B 
B 
A 
B 
B 
A 
B 
B 
B 
B 
A 
B 
B 
B 
A 
B 

巡回日 
 
 
 
 

　 

5貉 

6貅 
6貅 

18貂 

13貅 

25貂 

7貊 

20貅 

21貊 

27貅 

25貂 

14貊 

26貉 

12貉 

13貅 

5貉 

20貅 

18貂 

19貉 

21貊 

中央図書館（蕁26―6101） 
西部図書館（蕁45―5669） 

7貊 

14貊 

暮らし

講　座

イベント

スポーツ

償
却
資
産
の
申
告
を

奈良しみんだより
平成17年（2005年）1月

法
定
調
書
の
提
出
は

1
月
31
日
ま
で
に

住
宅
用
地
の
異
動
申
告
を

１
月
１
日
か
ら
自
動
車
リ

サ
イ
ク
ル
法
が
ス
タ
ー
ト

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
で

悩
ん
で
い
る
人
へ



奈良しみんだより
平成17年（2005年）1月

15

1
月
18
日
は
、
水
道
料
金
等
の
口
座
振
替
日
で
す
。

お知らせ　市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎

書
）

▼
問
い
合
わ
せ
…
奈
良
税
務
署

（
蕁
二
六
―
一
二
〇
一
）
へ

市
役
所
に
提
出
す
る
も
の
…
給
与
支
払

報
告
書
（
総
括
表
）、
給
与
支
払
報
告
書

（
個
人
別
明
細
書
）

▼
問
い
合
わ
せ
…

市
役
所
市
民
税
課
へ
。

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧

（
仮
）
登
美
ヶ
丘
駅
周
辺
地
区
と
押
熊

町
西
地
区
に
お
い
て
、
用
途
地
域
等
の
変

更
案
と
地
区
計
画
の
決
定
案
を
作
成
し
た

の
で
、
次
の
と
お
り
縦
覧
し
ま
す
。

縦
覧
期
間
…
１
月
４
日
貂
〜
18
日
貂
の

執
務
時
間
内
　
▼
縦
覧
場
所
…
用
途
地
域

の
変
更
案
に
つ
い
て
は
県
都
市
計
画
課

（
登
大
路
町
県
分
庁
舎
６
階
）
ま
た
は
市

役
所
都
市
計
画
課
。
高
度
地
区
、
防
火
・

準
防
火
地
域
の
変
更
案
と
地
区
計
画
の
決

定
案
に
つ
い
て
は
市
役
所
都
市
計
画
課
。

1234567891011121314

今
回
の
都
市
計
画
（
案
）
に
つ
い
て
意

見
書
を
提
出
す
る
場
合
は
、
意
見
の
要
旨

と
そ
の
理
由
を
具
体
的
に
記
載
し
、住
所
、

氏
名
を
併
記
し
た
文
書
１
通
を
、
用
途
地

域
の
変
更
案
に
つ
い
て
は
県
知
事
あ
て

（
〒
630-

8501
登
大
路
町
三
〇
県
都
市
計
画
課

蕁
二
七
―
七
五
二
〇
）
に
、
高
度
地
区
、

防
火
・
準
防
火
地
域
の
変
更
案
と
地
区
計

画
の
決
定
案
に
つ
い
て
は
市
長
あ
て
（
市

役
所
都
市
計
画
課
）
に
、
い
ず
れ
も
１
月

18
日
必
着
で
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

く
わ
し
く
は
、
県
都
市
計
画
課
ま
た
は

市
役
所
都
市
計
画
課
へ
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に
協
力
を

農
林
業
を
営
む
全
て
の
世
帯
や
法
人
を

対
象
に
、
変
化
に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な

農
林
業
行
政
を
推
進
す
る
た
め
、
農
林
水

産
省
が
２
月
１
日
現
在
で
実
施
し
ま
す
。

１
月
中
旬
か
ら
県
知
事
任
命
の
調
査
員
が

訪
問
し
ま
す
の
で
、
正
確
に
記
入
し
て
く

だ
さ
い
。
記
入
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ

き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
総
務
課
へ
。

心
身
障
が
い
児
の
歯
科
検
診

市
歯
科
医
師
会
と
県
歯
科
衛
生
士
会
の

協
力
で
、
市
内
在
住
の

心
身
障
が
い
児
を
対
象

に
行
い
ま
す
。

と
き
…
２
月
20
日
豸

午
前
９
時
〜
正
午
　
▼

と
こ
ろ
…
み
ど
り
の
家
歯
科
診
療
所
（
左

京
五
丁
目
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）

▼

申
し
込
み
…
２
月
４
日
ま
で
に
電
話
で
市

役
所
障
が
い
福
祉
課
へ
。

農
林
業
セ
ン
サ
ス
に

協
力
し
て
く
だ
さ
い

心
身
障
が
い
児
の

歯
科
検
診

ババババ
ンンンン
ビビビビ
ーーーー
ホホホホ
ーーーー
ムムムム

入入入入
所所所所
児児児児
童童童童
をををを
受受受受
付付付付

名
　
称

場
　
所

電
話
番
号

名
　
称

場
　
所

電
話
番
号

飛
鳥

飛
鳥
小
学
校
内

二
二
―
〇
五
六
七

青
和

青
和
小
学
校
内

四
七
―
一
七
八
三

済
美

済
美
小
学
校
内

二
六
―
一
〇
三
九

神
功

神
功
小
学
校
内

七
一
―
六
三
九
二

佐
保

佐
保
小
学
校
内

二
二
―
八
五
八
五

大
安
寺
西

大
安
寺
西
小
学
校
内

三
三
―
七
七
八
二

鼓
阪

鼓
阪
小
学
校
内

二
二
―
三
八
八
三

朱
雀

朱
雀
小
学
校
内

七
一
―
一
二
四
四

大
宮

大
宮
小
学
校
内

三
三
―
三
三
八
一

三
碓

三
碓
小
学
校
内

四
四
―
〇
二
〇
六

東
市

東
市
小
学
校
内

六
二
―
四
三
四
三

済
美
南

済
美
南
小
学
校
内

六
二
―
七
五
九
一

鶴
舞

鶴
舞
小
学
校
内

四
四
―
三
〇
八
〇

あ
や
め
池

あ
や
め
池
小
学
校
内

四
八
―
二
二
八
四

伏
見

伏
見
小
学
校
内

四
三
―
一
三
一
二

伏
見
南

伏
見
南
小
学
校
内

四
八
―
二
二
五
四

都
跡

都
跡
小
学
校
内

三
三
―
〇
七
六
一

平
城
西

平
城
西
小
学
校
内

四
九
―
一
九
七
二

平
城

平
城
小
学
校
内

四
三
―
二
〇
〇
七

鼓
阪
北

鼓
阪
北
小
学
校
内

二
二
―
四
五
〇
二

富
雄
北

富
雄
北
小
学
校
内

四
三
―
四
七
二
四

佐
保
台

佐
保
台
小
学
校
内

七
一
―
四
六
〇
二

鳥
見

鳥
見
小
学
校
内

四
三
―
四
七
二
二

富
雄
第
三

富
雄
第
三
小
学
校
内

四
一
―
〇
二
五
四

辰
市

辰
市
小
学
校
内

六
一
―
一
二
六
〇

二
名

二
名
小
学
校
内

四
九
―
〇
六
三
八

六
条

六
条
小
学
校
内

四
三
―
九
〇
六
六

佐
保
川

佐
保
川
小
学
校
内

三
六
―
五
六
五
四

右
京

右
京
小
学
校
内

七
一
―
〇
八
三
五

椿
井

椿
井
小
学
校
内

二
三
―
四
六
四
五

登
美
ケ
丘

登
美
ケ
丘
小
学
校
内

四
六
―
〇
三
五
九

左
京

左
京
小
学
校
内

七
二
―
〇
六
三
二

大
安
寺

大
安
寺
小
学
校
内

六
一
―
七
八
五
〇

富
雄
南

富
雄
南
小
学
校
内

四
一
―
三
五
五
五

西
大
寺
北

西
大
寺
北
小
学
校
内

四
六
―
三
一
五
一

東
登
美
ケ
丘

東
登
美
ケ
丘
小
学
校
内

四
三
―
二
〇
二
四

明
治

明
治
小
学
校
内

六
二
―
七
三
一
八

帯
解

帯
解
小
学
校
前

六
四
―
二
〇
三
七

同
所
は
、
放
課
後
児
童
健
全
育
成
事
業
と
し
て
、
仕
事
な
ど
で

昼
間
保
護
者
な
ど
が
い
な
い
家
庭
の
小
学
生
を
預
か
り
、
集
団
生

活
の
中
で
遊
び
や
自
主
的
な
学
習
を
通
じ
て
、
仲
間
づ
く
り
や
基

本
的
な
生
活
習
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
を
目
的
に
開
設
し
て
い
ま

す
。
入
所
は
年
間
を
通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
が
、
新
年
度
を

ひ
か
え
て
４
月
１
日
か
ら
入
所
を
希
望
す
る
保
護
者
は
、
１
月
11

日
〜
28
日
に
希
望
の
ホ
ー
ム
へ
直
接
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

開
所
時
間
…
授
業
の
あ
る
日
＝
放
課
後
〜
午
後
５
時
、
授
業
の
な
い
日
＝
午
前
８

時
半
〜
午
後
５
時
、
土
曜
日
＝
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
。
春
･
夏
･
冬
休
み
の
土
曜

日
＝
午
前
８
時
半
〜
午
後
５
時
　
▼
利
用
料
…
児
童
育
成
料
（
月
額
）
と
し
て
一
人

目
３
千
円
、
二
人
目
２
千
円
、
三
人
目
以
降
は
無
料
。
減
免
制
度
あ
り

▼
問
い
合
わ
せ
…
各
ホ
ー
ム
ま
た
は
市
役
所
保
育
課
へ
。

Ｎ 
▲ 

　　● 
中登美ヶ丘 
近隣公園 

●登美ヶ丘北 
　中学校 

東登美ヶ丘 
小学校 
　● 

● 
用途地域、高度地区、防火・準 
防火地域の変更区域。地区計画 
の決定区域 

用途地域（建ぺい率と容積率）の 
変更区域。地区計画の決定区域 

（仮）登美ヶ丘駅 

押熊真弓線 

仏池 

都
市
計
画
（
案
）
の
縦
覧



児
童
手
当
（
0
歳
〜
小
学
3
年
生
修
了
前
の
児
童
が
対
象
・
所
得
制
限
あ
り
）
の
申
請
は
お
早
め
に
。
く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

町
の
区
域
を
変
更
し
ま
す

２
月
７
日
か
ら
、
三
碓
町
の
一
部
が
鳥

見
町
二
丁
目
に
、
四
条
大
路
南
町
の
一
部

が
大
安
寺
西
一
丁
目
に
、
大
安
寺
西
一
丁

目
の
一
部
が
四
条
大
路
南
町
に
編
入
さ
れ

ま
す
。

12345678910111213141516

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
市
民
課
へ
。

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・

セ
ン
タ
ー
会
員
説
明
会
・
講
習
会

昨
年
10
月
、
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
あ
す
な
ら
」
に
開
設
し
ま
し
た
。
育
児

の
援
助
を
受
け
た
い
依
頼
会
員
と
、
育
児

の
援
助
を
し
た
い
援
助
会
員
が
登
録
し
、

子
育
て
の
相
互
援
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

登
録
を
希
望
す
る
人
は
、
い
ず
れ
か
を
必

ず
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

【
会
員
】
依
頼
会
員
…
１
歳
〜
小
学
６
年

生
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る
人
　
▼
援
助
会

員
…
育
児
の
経
験
が
あ
り
、
心
身
と
も
に

健
康
で
自
宅
で
子
ど
も
を
預
か
る
こ
と
が

で
き
る
20
歳
以
上
の
人
　
▼
両
方
会
員
…

依
頼
・
援
助
会
員
を
兼
ね
た
い
人

◆
説
明
会

依
頼
・
援
助
・
両

方
会
員
希
望
者
が
対

象
で
す
。

と
き
・
と
こ
ろ
…

１
月
22
日
貍
午
後
２

時
〜
４
時
・
西
部
公

民
館
（
学
園
南
三
丁
目
）、
１
月
24
日
豺

午
前
10
時
〜
正
午
・
男
女
共
同
参
画
セ
ン

タ
ー
「
あ
す
な
ら
」（
三
条
本
町
）。
い
ず

れ
か
の
日
を
受
講
し
て
く
だ
さ
い

◆
講
習
会

援
助
・
両
方
会
員
希
望
者
が
対
象
で
す
。

と
き
…
１
月
26
日
貉
・
27
日
貅
午
前
10

時
〜
正
午
。
２
回
　
▼
と
こ
ろ
…
男
女
共

同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
な
ら
」

▼
内

容
…
子
ど
も
の
健
康
管
理
・
生
活
と
遊
び

【
申
し
込
み
】
受
講
及
び
託
児
希
望
の
方

は
、
同
セ
ン
タ
ー
（
蕁
三
四
―
三
三
〇
五
）

へ
。
託
児
あ
り
（
就
学
前
ま
で
。
希
望
者

は
１
週
間
前
ま
で
に
連
絡
）。
登
録
に
は

顔
写
真
（
縦
３
袍
×
横
2.5
袍
）
２
枚
と
印

鑑
が
必
要
。

子
育
て
短
期
支
援
事
業

短
期
入
所
生
活
援
助
事
業(

シ
ョ
ー
ト

ス
テ
イ
）
…
保
護
者
が
出
産
、
疾
病
な
ど

の
理
由
で
一
時
的
に
家
庭
で
児
童
を
養
育

で
き
な
い
場
合
に
、
児
童
福
祉
施
設
で
、

７
日
間
を
限
度
と
し
て
24
時
間
児
童
を
預

か
り
ま
す
。

夜
間
養
護
等
事
業
（
ト
ワ
イ
ラ
イ
ト
ス

テ
イ
）
…
父
子
家
庭
な
ど
が
仕
事
な
ど
で

帰
宅
が
恒
常
的
に
夜
間
に
わ
た
り
、
児
童

の
養
育
に
困
難
を
生
じ
て
い
る
場
合
に
、

児
童
福
祉
施
設
へ
の
通
所
に
よ
り
生
活
指

導
、
夕
食
の
提
供
な
ど
を
行
い
ま
す
。
期

間
は
６
か
月
の
範
囲
内
で
、
一
日
４
時
間

を
限
度
と
し
て
午
後
２
時
〜
10
時
に
利
用

で
き
ま
す
。

い
ず
れ
も
、
利
用
料
金
は
所
得
に
応
じ

て
決
定
し
ま
す
。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

病
没
家
庭
等
児
童
に
激
励
金
を
支
給

病
気
な
ど
で
父
や

母
を
亡
く
し
た
義
務

教
育
修
了
前
の
児
童

の
家
庭
へ
、
激
励
慰

問
に
あ
わ
せ
て
激
励

金
（
３
万
円
）
を
支

給
し
ま
す
（
事
実
発
生
後
３
か
月
以
内
に

申
請
し
た
場
合
に
限
る
）。

く
わ
し
く
は
、
市
役
所
児
童
課
へ
。

防
災
セ
ン
タ
ー

防
火
対
象
物
点
検
資
格
者
講
習

一
定
の
防
火
対
象
物
の
管
理
権
原
者
が

行
う
防
火
管
理
業
務
に
つ
い
て
、
履
行
状

況
を
点
検
す
る
防
火
対
象
物
点
検
資
格
者

を
養
成
し
ま
す
。

と
き
…
２
月
22
日
貂
〜
25
日
貊
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
　
▼
定
員
…
消
防
設
備

士
・
点
検
資
格
者
、
防
火
管
理
者
、
建
築

主
事
、
建
築
設
備
士
、
１
・
２
級
建
築
士

等
、
市
町
村
の
消
防
団
な
ど
で
各
実
務
経

験
の
あ
る
人
40
人
　
▼
受
講
料
…
４
万
５

千
円
（
テ
キ
ス
ト
代
含
む
、
送
料
別
）

▼
申
し
込
み
…
同
セ
ン
タ
ー
ま
た
は
最
寄

り
の
消
防
署
に
備
え
付
け
の
申
請
書
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
１
月
５
日
〜
22
日
必

着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ

応
急
手
当
普
及
講
習
　
と
き
…
１
月
23

日
豸
午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
内
容
…
心
肺

そ
生
法
、
大
出
血
時
の
止
血
法
　
▼
申
し

込
み
…
講
習
日
の
前
日
ま
で
に
同
セ
ン
タ

ー
へ
。
他
に
も
、
各
種
グ
ル
ー
プ
等
の
要

請
に
応
じ
て
指
導
員
を
派
遣
し
ま
す
の

で
、
問
い
あ
わ
せ
て
く
だ
さ
い

体
験
学
習

各
種
災
害
の
学
習
や
擬
似
体
験
（
消

火
・
煙
避
難
・
台
風
・
地
震
）を
通
じ
て
、

正
し
い
知
識
と
確
か
な
技
術
を
学
べ
ま
す
。

開
館
時
間
…
午
前
９
時
半
〜
午
後
４
時

半
　
▼
入
館
料
…
無
料
。
団
体
利
用
の
み

要
予
約
　
▼
休
館
日
…
月
曜
日
（
祝
日
の

場
合
は
そ
の
翌
日
）、
祝
日
。

人
権
草
の
根
講
演
会

◆
南
部
Ⅰ
（
大
安
寺
・
明
治
・
辰
市
・
済

美
南
）

と
き
…
１
月
20
日
貅
午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ
…
春
日
公
民
館
大
安
寺
分
館

▼
講
師
・
演
題
…
県
人
権
教
育
研
究
会
顧

問
の
田
中
正
紀
さ
ん
・
「
い
の
ち
」
の
育
み

◆
南
部
Ⅱ
（
帯
解
・
精
華
・
東
市
）

と
き
…
１
月
27
日
貅
午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ
…
東
市
地
域
ふ
れ
あ
い
会
館

▼
講
師
・
演
題
…
元
奈
良
市
同
和
教
育
研
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市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎 お知らせ

防
災
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8145
八
条
五
丁
目
四
〇
四
ー
一

蕁
三
五
ー
一
一
〇
六

町
の
区
域
を
変
更
し
ま
す

人
権
草
の
根
講
演
会

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
会
員
説
明
会
・
講
習
会

子
育
て
短
期
支
援
事
業

病
没
家
庭
等
児
童
に

激
励
金
を
支
給

0 500m
鳥見町二丁目 

四
条
大
路
南
町 

大
安
寺
西
一
丁
目 

Ｎ 
▲ 

新しい町界 
旧の町界 
編入される場所 



究
会
副
会
長
の
郡
　
三
さ
ん
・
「
人
権
」

身
の
ま
わ
り
で
考
え
る
こ
と

◆
西
部
Ⅰ
（
登
美
ヶ
丘
・
青
和
・
東
登
美

ヶ
丘
・
二
名
・
学
園
北
・
鶴
舞
・
平
城
西
）

と
き
…
２
月
８
日
貂
午
後
７
時
〜
９
時

▼
と
こ
ろ
…
西
部
公
民
館
　
▼
講
師
・
演

題
…
市
人
権
啓
発
講
師
団
講
師
の
田
和
貞

保
さ
ん
・
高
齢
者
の
人
間
と
し
て
の
尊
さ

と
生
き
が
い
と

【
申
し
込
み
】
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

く
わ
し
く
は
、市
役
所
社
会
教
育
課
へ
。

人
権
教
育
地
区
別
研
修
会

く
ら
し
の
な
か
に
人
権
を

あ
や
め
池
・
学
園
南
地
区
　
と
き
…
１

月
16
日
豸
午
後
２
時
〜
４
時
　
▼
と
こ
ろ

…
伏
見
公
民
館
あ
や
め
池
分
館
　
▼
研
修

方
法
…
小
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
話
し
合
い
学

習
　
▼
申
し
込
み
…
不
要
。
当
日
直
接
会

場
へ
　
▼
共
催
…
市
人
権
教
育
推
進
協
議
会

く
わ
し
く
は
、市
役
所
社
会
教
育
課
へ
。

青
少
年
児
童
会
館

歴
史
教
室

と
き
…
１
月
23
日
〜
３
月

６
日
の
日
曜
日
午
前
９
時
半
〜
午
後
零
時

半
。
５
回
　
▼
内
容
…
古
都
奈
良
の
歴
史

を
現
地
で
学
ぶ
　
▼
定
員
…
小
学
３
〜
６

年
生
25
人
。
保
護
者
同
伴
も
可
　
▼
費
用

…
交
通
費
等
は
実
費
　
▼
申
し
込
み
…
は

が
き
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
学
校
名
、
学
年
を
書
い
て
、
１

月
17
日
必
着
で
同
館
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー

「
あ
す
な
ら
」

男
の
生
き
方
セ
ミ
ナ
ー

「
力
を
抜
い
て
生
き
よ
う
よ
」

男
性
が
生
活
自
立
を
し
、
豊
か
に
生
き

る
方
法
を
探
る
た
め
、
パ
ー
ト
ナ
ー
や
家

族
と
う
ま
く
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と

る
方
法
な
ど
を
学
び
ま
す
。

1234567

時
間
…
午
後
６
時
45
分
〜
８
時
45
分

▼
講
師
…
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
吉
田
清
彦

さ
ん
　
▼
定
員
…
男
性
30
人
。
在
勤
・
在

学
も
可
　
▼
参
加
料
…
千
円
。
無
料
託
児

（
２
歳
〜
就
学
前
）
あ
り
　
▼
申
し
込
み

…
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
、
託
児
希
望
者
は
幼
児
の
名
前
、
年

齢
を
書
い
て
、
１
月
16
日
ま
で
に
同
セ
ン

タ
ー
へ
。
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
、
Ｅ
メ

ー
ル
（asnara99@

m
4.kcn.ne.jp

）
も
可
。

多
い
場
合
は
抽
選

絵
本
と
歌
の
ひ
と
と
き

と
き
…
２
月

４
日
貊
午
前
10
時
半
〜
11
時
半
　
▼
内
容

…
童
話
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
、
童
謡

▼
対
象
…
就
学
前
の

子
ど
も
と
保
護
者

▼
申
し
込
み
…
不

要
。
当
日
直
接
会
場

へ
　
▼
共
催
…
国
際

ソ
ロ
プ
チ
ミ
ス
ト
奈

良
―
ま
ほ
ろ
ば

男
性
の
た
め
の
実
践
家
事
講
座
「
料
理
編
」

男
性
の
家
事
参
加
を
進
め
る
た
め
、
実

習
を
通
じ
て
料
理
の
基
本
を
学
び
ま
す
。

123456789

時
間
…
午
後
１
時
半
〜
４
時
半
　
▼
講

師
…
フ
リ
ー
ラ
イ
タ
ー
の
吉
田
清
彦
さ
ん

▼
定
員
…
男
性
24
人
。
在
勤
・
在
学
も
可

▼
参
加
料
…
千
円
。
別
に
調
理
実
習
の
材

料
費
と
し
て
２
千
円
。
無
料
託
児
（
２
歳

〜
就
学
前
）
あ
り
　
▼
持
ち
物
…
包
丁
、

ま
な
板
、
ふ
き
ん
２
枚
、
エ
プ
ロ
ン
　
▼

申
し
込
み
…
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、
電
話
番
号
、
託
児
希
望
者
は
幼
児
の

名
前
、
年
齢
を
書
い
て
、
１
月
31
日
ま
で

に
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
電
話
、
フ
ァ
ク
シ
ミ

リ
、
Ｅ
メ
ー
ル
（asnara99@

m
4.kcn.ne.jp

）

も
可
。
多
い
場
合
は
「
男
の
生
き
方
セ
ミ

ナ
ー
」
参
加
者
を
優
先
し
て
抽
選
。

な
ら
工
藝
館

干
支
展
　
期
間
…
１
月
10
日
豢
ま
で

▼
内
容
…
今
年
の
干
支
（
酉
）
を
題
材
に

し
た
奈
良
伝
統
工
芸
作
品
の
展
示
販
売

雛
人
形
特
別
展
　
期
間
…
１
月
12
日
貉

〜
３
月
３
日
貅

▼
内
容
…
雛
人
形
を
題
材

に
し
た
奈
良
伝
統
工
芸
作
品
の
展
示
販
売
。

1
月
15
日
〜
31
日
は
国
民
健
康
保
険
料
（
第
8
期
分
）
の
納
期
で
す
。
保
険
料
は
み
な
さ
ん
の
健
康
を
守
る
大
切
な
財
源
で
す
。

お知らせ　市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎
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人
権
教
育
地
区
別
研
修
会

な
ら
工
藝
館

〒
630-

8346
阿
字
万
字
町
一
ー
一
　

蕁
二
七
ー
〇
〇
三
三

青
少
年
児
童
会
館

〒
630-

8325
西
木
辻
町
二
〇
〇

蕁
二
二
ー
七
〇
三
七

対象者には案内状を
送付していますが、届
いていない人や現住所
が市外の人、家族・友
人のみなさんも一緒に
当日直接会場へ来てく
ださい。
障がい者には手話通

訳、要約筆記、会場誘
導などのサポートをしますので、ぜひ参加してください。

【と　き】１月10日（成人の日）午前11時～11時50分
【ところ】中央体育館（法蓮町）
【対　象】昭和59年４月２日～60年４月１日生まれの人
【内　容】Ｙ.Ｓ.Ｋ.シンフォニックアンサンブルによる
ウエルカムコンサート（午前10時40分から）、式典、奈
良少年少女合唱団によるお祝いの歌
【その他】会場周辺は大変混雑するため、来場は公共交
通機関を利用してください
【問い合わせ】市役所社会教育課へ。

男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
「
あ
す
な
ら
」

〒
630-

8122
三
条
本
町
八
ー
一
　

蕁
三
四
ー
一
五
二
五
　
薨
三
三
ー
六
九
三
八

と
き

１/26
貉

内
　
容

「
男
ら
し
さ
」
か
ら
「
自
分
ら
し
さ
」
へ

「
会
社
人
間
」
か
ら
「
生
活
人
間
」
に
な
る
た
め
に

２/２
貉

大
切
な
の
は
聴
く
こ
と
、
話
す
こ
と

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
上
手
に
な
る
た
め
に

２/９
貉

自
分
さ
が
し
、
そ
し
て
、
仲
間
さ
が
し

地
域
で
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
作
り
方

と
き２/26貍

内
　
　
容

家
事
と
し
て
の
料
理
の
達
人
に
な
ろ
う
！

基
本
的
な
包
丁
の
持
ち
方
、
野
菜
の
切
り
方
を
学
ぶ
（
ほ

う
れ
ん
そ
う
の
お
ひ
た
し
、
粉
ふ
き
芋
、
き
ゅ
う
り
も
み
）

３/５貍

味
の
仕
組
み
を
知
っ
て
、
味
付
け
上
手
に
な
ろ
う
！

手
軽
で
本
格
的
な
だ
し
の
取
り
方
を
学
ぶ
（
肉
じ
ゃ

が
、
か
ぶ
と
薄
揚
げ
の
煮
物
、
み
そ
汁
、
玄
米
ご
飯
）

３/12貍

魚
料
理
上
手
に
な
ろ
う
！

魚
の
煮
付
け
と
三
枚
お
ろ
し
の
コ
ツ
を
学
ぶ
（
旬
の

魚
の
煮
付
け
、
ア
ジ
の
た
た
き
、
吸
い
物
）

みんなでともに祝いましょう

成人式に参加しましょう
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奈
良
市
美
術
館

画
業
40
周
年
記
念
「
ワ
イ
ル
ド
ス
ミ

ス
・
絵
本
の
世
界
」
お
と
ぎ
の
国
の
フ
ァ

ン
タ
ジ
ア

イ
ギ
リ
ス
の
絵
本

画
家
ブ
ラ
イ
ア
ン
・

ワ
イ
ル
ド
ス
ミ
ス
の

豊
か
な
色
彩
感
覚
か

ら
生
み
出
さ
れ
て
き

た
絵
本
の
原
画
、
油

彩
画
、
ポ
ス
タ
ー
な

ど
約
150
点
を
展
示
で
紹
介
し
ま
す
。

期
間
…
１
月
14
日
貊
〜
30
日
豸
　
▼
開

館
時
間
…
午
前
10
時
〜
午
後
７
時
（
入
館

は
午
後
６
時
半
ま
で
）

▼
観
覧
料
…
大

人
・
大
学
生
600
円
、
小
〜
高
校
生
200
円

▼
休
館
日
…
月
曜
日
　
▼
主
催
…
同
展
実

行
委
員
会
。

な
ら
・
町
家
研
究
会
パ
ネ
ル
展

な
ら
ま
ち
　
今
確
か
な
時
を
見
る

「
活
動
10
年
の
思
い
」

町
家
や
奈
良
町
の
良
さ
を
知
っ
て
も
ら

お
う
と
、
な
ら
･
町
家
研
究
会
と
譛
な
ら

ま
ち
振
興
財
団
が
開
き
ま
す
。

と
き
…
１
月
８
日
貍
〜
30
日
豸
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
。
月
曜
日
、
11
日
は
休
館
。

10
日
は
開
館
　
▼
と
こ
ろ
…
な
ら
ま
ち
格

子
の
家
（
元
興
寺
町
）

同
展
に
合
わ
せ
、
公
開
講
座
を
開
き
ま
す

と
き
…
１
月
10
日
豢
、
16
日
豸
、
23
日

豸
午
後
１
時
半
〜
２
時
半
　
▼
と
こ
ろ
…

な
ら
ま
ち
格
子
の
家
（
元
興
寺
町
）

▼

定
員
…
40
人
　
▼
申
し
込
み
…
不
要
。
当

日
直
接
会
場
へ

【
問
い
合
わ
せ
】
同
財
団
（
蕁
二
七
―
一

八
二
〇
）
へ
。

な
ら
ま
ち
文
化
講
演
会

な
ら
ま
ち
奈
良
学
講
座

奈
良
で
生
ま
れ
た
「
奈
良
学
」
を
通
じ

て
、
奈
良
の
魅
力
を
再
発
見
し
て
も
ら
お

う
と
開
き
ま
す
。

と
き
…
２
月
15
日

貂
・
16
日
貉
・
18
日

貊
午
後
２
時
〜
３
時

半
　
▼
と
こ
ろ
…
な

ら
ま
ち
セ
ン
タ
ー

（
東
寺
林
町
）

▼
講
師
…
帝
塚
山
大
学

短
期
大
学
部
名
誉
教
授
の
青
山
茂
さ
ん

▼
定
員
…
全
回
受
講
で
き
る
人
90
人
　
▼

申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
住
所
、氏
名
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
１
月
31
日
必
着
で

譛
な
ら
ま
ち
振
興
財
団
（
〒
630-

8317
井
上

町
十
一
　
蕁
二
七
―
一
八
二
〇
）
へ
。
１

枚
に
一
人
限
り
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

音
声
館

エ
ン
ト
ラ
ン
ス
小
劇
場
　
と
き
…
１
月

23
日
豸
午
前
11
時
半
、
午
後
２
時
　
▼
内

容
…
奈
良
の
民
話
の
大
紙
芝
居
「
二
月
堂

良
弁
杉
」「
不
審
ヶ
辻
子
の
鬼
」
ほ
か

▼
出
演
…
劇
団
「
良
弁
杉
」

▼
入
場
料

…
一
般
200
円
、
小
学
生
100
円
、
幼
児
無
料

1
月
の
同
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー

期
間
・
内

容
…
９
日
豸
〜
21
日
貊
＝
奥
田
敏
・
中
西

克
之
「
お
茶
券
原
画
と
和
菓
子
」
展
、
柴

田
憲
一
「
鳥
の
か
た
ち
」
展
（
絵
画
と
模

型
）、
23
日
豸
〜
２
月
４
日
貊
＝
牧
野
芳

子
「
い
と
し
子
よ
」
展
（
彫
刻
）。
な
お
、

館
内
清
掃
・
舞
台
点
検
の
た
め
、
１
月
25

日
貂
は
臨
時
休
館
。

な
ら
奈
良
館

「
若
草
山
焼
き
」
で
開
館
時
間
を
延
長

１
月
９
日
豸
「
若
草
山
焼
き
」
に
あ
わ

せ
、
開
館
時
間
を
午
後
７
時
（
入
館
は
６

時
半
）
ま
で
延
長
し
ま
す
。
若
草
山
を
一

望
で
き
る
暖
か
い
館
内
か
ら
見
学
し
て
く

だ
さ
い
（
山
焼
き
が
順
延
の
場
合
は
同
じ

く
順
延
）。

入
館
料
…
小
・
中
学
生
無
料
、
高
校
生

200
円
、
一
般
300
円
。
15
人
以
上
は
団
体
割

引
あ
り
（
予
約
不
要
）

世
界
遺
産
講
座

「
現
代
に
生
き
る
奈
良
の
文
化
資
産
」

を
テ
ー
マ
に
、
市
役
所
文
化
財
課
職
員
が

講
演
し
ま
す
。

講
座
潸

と
き
…
２
月
13
日
豸
午
後
１

時
半
〜
３
時
　
▼
演
題
…
木
造
建
造
物
保

存
修
復
の
歩
み
と
今
　
▼
締
め
切
り
…
１

月
28
日

講
座
澁

と
き

…
２
月
27
日
豸
午

後
１
時
半
〜
３
時

▼
演
題
…
生
き
続

け
る
文
化
資
産
〜

「
修
二
会
」
と
東

大
寺
　
▼
締
め
切

り
…
２
月
11
日

市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎 お知らせ

な
ら
奈
良
館

〒
630--

8215
東
向
中
町
二
八
近
鉄
奈
良
駅
ビ
ル
四
・
五
階

蕁
二
二
ー
七
〇
七
〇

な
ら
・
町
家
研
究
会

パ
ネ
ル
展

な
ら
ま
ち
文
化
講
演
会

音
声
館

〒
630-

8335
鳴
川
町
三
二
ー
一

蕁
二
七
ー
七
七
〇
〇
　
薨
二
七
ー
七
七
三
二

奈
良
市
美
術
館

〒

630-

8012
二
条
大
路
南
一
丁
目
三
ー
一
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
奈
良
店
五
階

蕁
三
〇
ー
一
五
一
〇

10月31日の環境フェスティバル
で、長年にわたるごみ減量・リサ
イクル実践活動が評価され、次の
団体が受賞されました。

〈事業所の部〉

漓ＮＥＣフィールディング株式会社奈良支店
1986年から環境管理活動を実施し、1999年には全ての事業

場でＩＳＯ14001の認証を取得。2003年に日本経済新聞・日
本経産業新聞が発表した｢環境経営度調査｣非製造業部門で第
１位にランキングされる。また、2006年度末までに産業廃棄
物ゼロエミッションの達成・廃棄物総量を2003年度末比15％
削減するという目標を掲げる。

滷テクノス株式会社
時代の先端をいくＩＴ産業として、環境保全を企業経営の

最重要課題の一つに掲げ、2002年にＩＳＯ14001認証を取得。
今年度末には、使用部品における有害重金属の全廃や、産業
廃棄物のリサイクル率を３年間で17％向上するという目標を
掲げる。

【問い合わせ】市企画総務課（蕁７１―３００１）へ。

ごみ減量・リサイクル実践優良団体等顕彰制度

今年度「地球環境賞」受賞者決定



奈良しみんだより
平成17年（2005年）1月

19

【
定
員
】
各
100
人

【
参
加
料
】
同
館
の
入
館
料
と
し
て
一
般

240
円
（
団
体
料
金
扱
い
）。

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
講
座
名
・

潸
澁
の
別
、
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
各
締
め
切
り
日
必

着
で
同
館
へ
。
１
枚
に
１
講
座
、
二
人
ま

で
可
。
多
い
場
合
は
抽
選
。
来
場
は
公
共

交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

音
楽
療
法
講
演
会

よ
り
よ
く
生
き
る

「
音
楽
が
癒
す
心
と
か
ら
だ
」

病
院
で
の
診
療
に
健
康
芸
術
療
法
を
取

り
入
れ
た
、
医
師
の
中
原
和
彦
さ
ん
の
講

演
で
す
（
手
話
通
訳
あ
り
）。

と
き
…
２
月
17
日
貅
午
後
１
時
半
〜
午

後
３
時
半
　
▼
と
こ
ろ
…
市
役
所
正
庁

▼
定
員
…
400
人
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は

が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電
話
番
号
、

人
数
を
書
い
て
、
１
月
25
日
必
着
で
市
社

会
福
祉
協
議
会
音
楽
療
法
推
進
室
（
〒

630-

8335
鳴
川
町
三
七
―
四
　
蕁
二
七
―
〇

一
〇
一
）
へ
。
１
枚
に
二
人
ま
で
可
。
多

い
場
合
は
抽
選
。

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

ふ
れ
あ
い
囲
碁
大
会
　
と
き
…
２
月
５

日
貍
午
前
10
時
〜
午
後
３
時
半
　
▼
定
員

…
身
体
障
が
い
者
・
児
と
健
常
者
・
児
48

人
　
▼
持
ち
物
…
昼
食
は
各
自
で
用
意
。

希
望
者
に
は
弁
当
の
注
文
を
受
付
（
一
食

500
円
）

▼
申
し
込
み
…
同
セ
ン
タ
ー
に

備
え
付
け
の
用
紙
か
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ

ミ
リ
に
大
会
名
、
住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が

な
）、
年
齢
、
電
話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番

号
、
障
が
い
の
有

無
と
種
別
・
等

級
、
棋
力
（
段
・

級
）、
弁
当
を
注

文
す
る
人
は
個
数

を
書
い
て
、
１
月

27
日
必
着
で
同
セ

ン
タ
ー
へ
。
多
い

場
合
は
抽
選
　
▼
そ
の
他
…
段
・
級
の
な

い
人
は
経
験
年
数
で
自
己
判
断
し
て
く
だ

さ
い
（
同
大
会
の
最
下
級
は
８
級
）

将
棋
教
室
（
初
・
中
級
）

と
き
…
２

月
２
日
〜
23
日
の
原
則
と
し
て
毎
週
水
・

金
曜
日
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
。
６
回
　
▼

定
員
…
障
が
い
者
８
人
、
健
常
者
２
人
　
▼

申
し
込
み
…
同
セ
ン
タ
ー
に
備
え
付
け
の
用

紙
か
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
講
座
名
、

住
所
、
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
、
電

話
・
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
番
号
、
障
が
い
の
有
無

と
種
別
・
等
級
を
書
い
て
、
１
月
22
日
必

着
で
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選

車
椅
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
教
室
　
と

き
…
１
月
20
日
〜
３
月
３
日
の
毎
週
木
曜

日
午
後
６
時
半
〜
８
時
半
。
７
回
　
▼
内

容
…
競
技
に
必
要
な
車
椅
子
の
操
作
、
パ

ス
・
シ
ュ
ー
ト
の
基
本
技
術
の
習
得
と
ゲ

ー
ム
実
践
　
▼
定
員
…
16
歳
以
上
の
身
体

障
が
い
者
と
健
常
者
20
人
　
▼
申
し
込
み

…
同
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
備
え
付
け
の
用

紙
か
は
が
き
、
フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、
障
が
い
の
有
無
・
種
別
・
等
級
を

書
い
て
、
１
月
13
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー

体
育
館
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選

障
が
い
者
職
業
相
談
　
と
き
…
２
月
18

日
貊
午
後
１
時
半
　
▼
相
談
員
…
奈
良
公

共
職
業
安
定
所
専
門
相
談
員
　
▼
申
し
込

み
…
同
セ
ン
タ
ー
体
育
館
に
備
え
付
け
の

用
紙
か
は
が
き
、フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
に
住
所
、

氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生
年
月
日
、
電
話

番
号
、障
が
い
の
種
別
・
等
級
を
書
い
て
、

２
月
８
日
必
着
で
同
セ
ン
タ
ー
体
育
館

へ
。
視
覚
障
が
い
者
の
み
電
話
も
可
。
多

い
場
合
は
調
整
。

北
老
春
の
家

防
災
講
座
「
ふ
る
さ
と
奈
良
の
安
全
・

安
心
」

と
き
…
２
月
13
日
豸
午
後
１
時

〜
２
時
半
　
▼
講
師
・
演
題
…
元
全
国
消
防

長
会
常
任
理
事
の
堂
本
嘉
巳
さ
ん
・
阪
神
淡

路
大
震
災
の
経
験
を
も
と
に
新
潟
中
越
地
震

及
び
予
想
さ
れ
る
東
南
海
地
震
に
備
え
て

詐
欺
撃
退
あ
な
た
の
た
め
の
防
犯
講
座

と
き
…
２
月
27
日
豸
午
後
１
時
〜
２
時

半
　
▼
内
容
…
悪
徳
商
法
・
オ
レ
オ
レ
詐

欺
な
ど
の
犯
罪
に
対
す
る
防
犯
対
策
　
▼

講
師
…
奈
良
警
察
署
生
活
安
全
課

【
対
象
】
60
歳
以
上

【
申
し
込
み
】
不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
。

西
老
春
の
家

冬
の
演
劇
の
午
後
　
と
き
…
１
月
16
日

豸
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
　
▼
内
容
…
二

名
中
学
校
演
劇
部
、
伏
見

中
学
校
演
劇
部
と
演
劇
サ

ー
ク
ル
「
集
」
に
よ
る
演

劇
公
演
と
歌
　
▼
対
象
…

60
歳
以
上
と
家
族
　
▼
申

し
込
み
…
不
要
。
当
日
直

接
会
場
へ
。

お知らせ　市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

〒
631-

0801
左
京
五
丁
目
三
ー
一

蕁
七
一
ー
〇
七
七
〇
　
薨
七
一
ー
〇
七
七
三

音
楽
療
法
講
演
会

西
老
春
の
家

〒
631-

0024
百
楽
園
一
丁
目
九
ー
一
三

蕁
四
一
ー
三
一
五
一

北
老
春
の
家

〒
631-

0805
右
京
一
丁
目
一
ー
四

蕁
七
一
ー
三
五
〇
一

不用となった消火器を廃棄する場合は、絶対に
普通のごみとして捨てたり、放置したりしないで
ください。

個人で購入した消火器の場合
廃棄は、購入店または消火器専門業者に相談し

てください（有料・メーカーや消火器の種類によ
って価格は異なります）。絶対に分解したり、放
射したりしないでください。

奈良市が配備した消火器の場合
昭和48年以降に市が配備した

消火器は、自治会で取りまとめ
た上で、申し出により回収・廃
棄します。

【問い合わせ】
市消防局予防課（蕁３５―１

１９２）または東消防署（蕁２２―７０５１）、中
消防署（蕁３５―１１４９）、西消防署（蕁４５―
７６２１）、北消防署（蕁７１―９１１９）へ。

消火器を廃棄するときは
次のことに注意してください



奈
良

マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

マ
ナ
ー
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
　
と
き
…
２
月

９
日
貉
午
後
１
時
〜
５
時
（
コ
ー
ス
番
号
Ｋ

11
）

▼
内
容
…
適
切
な
言
葉
や
態
度
に
よ

る
接
客
や
電
話
応
対
な
ど
　
▼
定
員
…
20
人

お
店
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
作
成
　
と
き
…

２
月
21
日
豺
・
22
日
貂
漓
午
前
10
時
〜
午

後
１
時
（
コ
ー
ス
番

号
Ｐ
61
）
滷
午
後
２

時
〜
５
時
（
コ
ー
ス

番
号
Ｐ
62
）

▼
内

容
…
ワ
ー
ド
を
使
っ

た
見
や
す
い
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
作
り
　
▼
定
員
…
各
20
人
　
▼
受

講
料
…
２
千
200
円
（
教
材
費
を
含
む
）

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
・
Ｅ
メ
ー
ル
　
と
き

…
２
月
25
日
貊
午
後
１
時
〜
５
時
（
コ
ー

ス
番
号
Ｓ
11
）

▼
内
容
…
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
閲
覧
、
Ｅ
メ
ー
ル
操
作
と
利
用
上
の
注

意
事
項
　
▼
定
員
…
20
人
　
▼
受
講
料
…

２
千
550
円
（
教
材
費
を
含
む
）

【
申
し
込
み
】
往
復
は
が
き
に
講
習
名
・

コ
ー
ス
番
号
・
開
催
月
、
住
所
、
氏
名

（
ふ
り
が
な
）、
職
業
、
電
話
番
号
を
書
い

て
、
い
ず
れ
も
１
月
15
日
必
着
で
同
セ
ン

タ
ー
へ
。
１
枚
に
一
人
１
講
習
限
り
。
同

一
内
容
の
講
習
で
の
複
数
応
募
は
不
可
。

多
い
場
合
は
抽
選

経
営
相
談
　
と
き
…
１
月
12
日
貉
午
後

１
時
〜
４
時
　
▼
内
容
…
中
小
企
業
診
断

士
に
よ
る
経
営
･
経
理
、
開
業
･
転
業
、

法
人
成
り
の
手
続
き
、
融
資
、
事
務
の
電

算
機
処
理
・
Ｐ
Ｏ
Ｓ
導
入
、
人
材
育
成
、

安
全
管
理
な
ど
の
無
料
相
談
。秘
密
厳
守
。

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放
し
ま
す

〈
鴻
ノ
池
陸
上
競
技
場
（
法
蓮
町
）〉

と
き
…
１
月
23
日
豸
午
前
９
時
〜
正

午
、
午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
種
目
…
陸
上

競
技
（
投
て
き
は
無
し
）

〈
中
央
体
育
館
（
法
蓮
町
）〉

学
校
5
日
制
開
放
　
と
き
…
１
月
22
日

貍
午
前
９
時
半
〜
11
時
半
（
受
付
は
午
前

９
時
〜
９
時
半
）

▼
対
象
…
小
学
生

▼
種
目
…
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

一
般
開
放
　
と
き
…
１
月
29
日
貍
午
前

９
時
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜
４
時
（
受
付

は
午
前
９
時
〜
10
時
、午
後
１
時
〜
２
時
）

▼
種
目
…
卓
球

【
そ
の
他
】
競
技
場
で
は
運
動
靴
を
、
体
育

館
で
は
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
を
必
ず
使
用
の
こ

と
。
学
校
の
ク
ラ
ブ
活
動
で
の
使
用
は
不
可

【
問
い
合
わ
せ
】
中
央
体
育
館
（
蕁
二
四

―
一
五
〇
一
）
へ
。

野
外
活
動
体
験
教
室

「
冬
の
自
然
に
親
し
む
」
自
然
観
察
ハ

イ
キ
ン
グ
（
平
城
山
の
自
然
を
訪
ね
て
）

市
教
育
委
員
会
と
市
野
外
活
動
協
会
が

開
き
ま
す
。

と
き
…
１
月
29
日
貍
午
前
９
時
〜
午
後

２
時
頃
。
小
雨
決
行
　
▼
コ
ー
ス
…
ド
リ

ー
ム
ラ
ン
ド
バ
ス

停
前
（
加
茂
行
き

側
）
集
合
〜
ハ
ジ

カ
ミ
池
〜
水
上
池

〜
平
城
宮
跡
　
▼

定
員
…
満
18
歳
以

上
30
人
。
在
勤
・

在
学
、
親
子
（
子
ど
も
は
５
歳
以
上
）
も

可
　
▼
参
加
料
…
保
険
代
な
ど
一
人
300

円
、
幼
児
・
小
中
学
生
200
円
　
▼
申
し
込

み
…
往
復
は
が
き
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

性
別
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
１
月
22
日

ま
で
に
市
野
外
活
動
協
会
の
久
保
繁
樹
さ

ん
（
〒
631-

0033
あ
や
め
池
南
一
丁
目
七
―

五
七
　
蕁
四
四
―
五
二
九
八
・
午
後
７
時

〜
９
時
）
へ
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

寒
稽
古
・
参
禅
会

と
き
…
１
月
21
日
貊
〜
23
日
豸
午
前
６

時
〜
７
時
（
受
付
は
５
時
半
か
ら
）

▼

と
こ
ろ
…
剣
道
＝
中
央
武
道
場
、
柔
道
＝

中
央
第
二
武
道
場
、
な
ぎ
な
た
＝
中
央
体

育
館
、
槍
＝
中
央
武
道
場
（
中
道
場
）、

坐
禅
＝
青
年
の
家
交
楽
館
　
▼
対
象
…
市

在
住
・
在
勤
・
在
学
者
、
市
内
の
道
場
に

通
う
小
学
生
以
上
の
経
験
者
　
▼
申
し
込

み
…
不
要
。
当
日
直
接
各
会
場
へ
　
▼
問

い
合
わ
せ
…
市
武
道
振
興
会
（
蕁
二
七
―

六
一
六
三
）
へ
。
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市役所〒630-8580二条大路南一丁目1 - 1 蕁34 - 1111豎 お知らせ

寒
稽
古
・
参
禅
会

野
外
活
動
体
験
教
室

ス
ポ
ー
ツ
施
設
を
開
放

奈
良
マ
ー
チ
ャ
ン
ト
シ
ー
ド
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8217
橋
本
町
三
ー
一

蕁
二
七
ー
九
四
〇
〇
　
薨
二
七
ー
九
四
〇
一

例年冬場は血液が不足しますが、昨年の度重
なる災害により、全国的に大変不足しています。
成人式を迎える若者をはじめ、市民のみなさん
の協力をお願いします。
とき…１月22日貍午前10時～正午、午後１時

～４時　蜷ところ…イトーヨーカドー奈良店正
面玄関付近（二条大路南一丁目）

※65～69歳の人は、60～64歳に献血経験がある人に限る。
他にも血圧、血液比重等に基準があり、服薬中の人は献
血できないなどの条件があります。

なら献血ルーム（小西町　蕁22―2122）で
は、定例献血を行っ
ています。受付は、
毎日午前10時～午
後１時・午後2時～
6時（成分献血は5
時まで）です。

Ｎ 
▲ 

大宮通り 

銀行 
　● 三条通り 

東
向
通
り 小

西
通
り 

近鉄奈良駅 

● 

献血の種類 200ml献血 400ml献血
１回採血量 200ml 400ml
年齢 16～69歳 18～69歳

体重
男性45kg以上
女性40kg以上

男女とも
50kg以上

◆全血献血

献血の種類 血しょう 血小板
１回採血量 300～600ml 400ml以下
年齢 18～69歳 18～54歳

体重
男性45kg以上
女性40kg以上

◆成分献血

採血基準

【問い合わせ】市保健所保健総務課（蕁２３―６１
７１）へ。献血に関する詳細は県赤十字血液セン
ターホームページ（http://www5.ocn.ne.jp/̃nara-bc/）
も参照してください。

「はたちの献血」
街頭キャンペーン
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【受付期間】２月14日豺～28日豺午前９時半～正午、午後１時～４時（土・日曜日は除く。市外業者は郵送も可）
【受付場所】市役所北棟１階第20会議室
【入札参加者の資格】漓成年被後見人や被保佐人、破産者で復権を得ない者でないこと滷平成15・16年度分の市
民税（法人市民税にあっては入札参加資格審査申請時において平成16年度分が確定していない場合は平成14・
15年度分）と固定資産税の滞納税額がないこと澆平成15・16年度分の国民健康保険料の滞納額がないこと潺法
令などの規定により営業に関し免許、許可、登録などを要する場合は、申請時において当該免許、許可、登録
などを受けていること潸申請者から提出された書類とその添付書類の審査によりその内容が適正と認められること
【問い合わせ】市役所関係は市役所監理課（蕁３４―４７４３）、水道局関係は市水道局経理課（蕁３４―５２
００豎）へ。

市・市水道局が発注する物品をはじめ、建設工事
や委託業務の競争入札に参加するための資格審査申
請書は、次の要領でそれぞれ提出してください。

添付書類

提出書類

物品購入関係、
建設工事関係
（市内業者）、
建設工事関係
の物品供給関
係は、申請書
を市のホーム
ページからダ
ウンロードで
きます。

登録有効期間

受付対象者

区　分 物品購入関係 建設工事関係
測量・建設

コンサルタント等

漓一般競争（指名競争）参
加資格審査申請書（中央公
契連の統一様式）滷営業所
一覧表澆技術職員名簿また
は技術者経歴書潺営業に関
し法律上必要とする登録の
証明書（写）潸財務諸表
（建設コンサルタント業者、
地質調査業者および補償コ
ンサルタント業者にあって
は、現況報告書を必ず提出
すること）

漓印鑑証明書（原本で法人・個人とも発行日から３か月以内のもの）滷法人の場合のみ商業登記簿謄本（写）澆納税証明書
（写）…市内業者＝平成15・16年度分の市民税（法人市民税にあっては平成16年度分が確定していない場合は平成14・15年度
分）および固定資産税。市外業者＝個人は所得税、法人は法人税（その３）または（その３の２）（その３の３）潺納付証明
書（写）…市内業者個人のみ＝平成15・16年度分の国民健康保険料潸委任状（原本で支店などに権限を委任する場合に限る）

漓申請書（奈良市の様式）
滷取扱品目一覧表澆年間平
均取扱高・製造高（販売・
納入先等実績）、経営規模
（自己資本金、職員数、営業
年数）などを示す書類

漓建設工事入札参加資格審
査申請書（奈良市の様式ま
たは中央公契連の統一様式）
滷建設業許可申請書（写）
澆経営事項審査結果通知書
（写）総合評定値が記載され
たもの潺経営事項審査申請
書類のうち、技術職員名簿
および工事経歴書（写）

漓指名競争入札参加資格審
査申請書

市内業者＝１年間（平成17年度）、市外業者＝２年間（平成17・18年度）

・市内業者＝平成16年度に
登録しなかった人
・市外業者＝登録しようと
する全ての人

漓建設コンサルタント業者
（建設コンサルタント登録規
程による登録業者）滷測量業
者（測量法による登録業者）
澆建築設計業者（建築士法に
よる登録業者）潺地質調査業
者（地質調査業者登録規程に
よる登録業者）潸補償コンサ
ルタント業者（補償コンサル
タント登録規程による登録業
者）澁その他（漓～潸以外で
調査業務などについて営業す
る者）の市外業者および市内
業者で、平成16年度に申請し
なかった人

建設業法第３条第１項に規
定する建設業者で、かつ経
営事項審査（平成15年10月
１日から平成16年９月30日
の間に審査基準日を有する
もの）を受けている業者の
うち
・市内業者＝平成16年度に
登録しなかった人
・市外業者＝登録しようと
する全ての人

登録しようとする全ての業者
（基準年度）

建設工事関係の
物品供給関係

２年間（平成17・18年度）

●市役所関係

●水道局関係
蜷受付対象、登録有効期間、提出・添付書類…市役所関係と同じ。建設工事関係（市内本店用）と物品購入関係の申請書一式は市水道
局ホームページに掲載（経理課窓口にもあり。郵送取り寄せは不可）。書類は、ひもとじまたはファイルとじにして提出してください。

※物品購入関係の書類はクリアフォルダー（Ａ４透明）に入れて、工事関係の書類はひもとじまたはファイルとじにして提
出してください。また、ホームページを見られない場合、申請書は市役所監理課で配布（郵送での取り寄せは不可）。

入札参加資格審査申請



若
草
公
民
館

大
仏
鉄
道
の
浪
漫
を
お
っ
て
　
と
き
・

内
容
…
２
月
６
日
豸
・
学
習
会
と
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
（
Ｊ
Ｒ
奈
良
駅
解
散
）、
３
月
６

日
豸
・
大
仏
鉄
道
廃
線
跡
周
辺
の
探
索
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
（
青
山
二
丁
目
街
区
公
園
集

合
、
Ｊ
Ｒ
加
茂
駅
解
散
）。
時
間
は
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
　
▼
講
師
…
自
主
グ
ル

ー
プ
大
仏
鉄
道
研
究
会
　
▼
定
員
…
成
人

50
人
　
▼
費
用
…
教
材
費
等
は
実
費
が
必

要
　
▼
締
め
切
り
…
１
月
15
日

男
性
ク
ッ
キ
ン
グ
入
門
教
室
　
と
き
…

２
月
５
日
〜
３
月
12
日
の
第
１
・
２
土
曜

日
午
前
９
時
半
〜
午
後
零
時
半
。
４
回

▼
講
師
…
管
理
栄
養
士
の
岩
田
節
子
さ
ん

▼
定
員
…
初
心
者
の
成
人
男
性
20
人
　
▼

費
用
…
テ
キ
ス
ト
代
と
し
て
525
円
、
食
材

費
と
し
て
各
回
千
円
程
度
　
▼
締
め
切
り

…
１
月
15
日
。

伏
見
公
民
館

生
涯
学
習
ふ
れ
あ
い
＆
体
験
ウ
ィ
ー
ク

自
主
グ
ル
ー
プ
の
協
力
で
開
き
ま
す
。

123456789101112131415161718【
締
め
切
り
】
１
月
15
日
。
往
復
は
が
き

に
希
望
の
体
験
内
容
を
記
入
。
材
料
費
な

ど
は
内
容
に
よ
り
異
な
る
。
詳
し
い
時
間

な
ど
は
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

【
そ
の
他
】
１
月
25
日
貂
〜
30
日
豸
に
自

主
グ
ル
ー
プ
作
品
展
示（
申
し
込
み
不
要
。

当
日
直
接
同
館
へ
）。

三
笠
公
民
館

は
じ
め
て
の
ケ
ー
キ
作
り
講
座
　
と
き

…
２
月
12
日
貍
午
前
９
時
半
〜
午
後
１
時

▼
講
師
…
料
理
研
究
家
の
後
藤
千
佐
子
さ

ん
　
▼
定
員
…
小
学
生
と
保
護
者
12
組

▼
材
料
費
…
一
人
500
円
　
▼
締
め
切
り
…

１
月
28
日
。

都
跡
公
民
館

く
ら
し
に
取
り
入
れ
健
康
に
！

「
東
洋
の
医
学
を
知
ろ
う
」
講
座

123456789101112

時
間
…
午
後
２
時
〜
４
時
　
▼
定
員
…
30

人
。
在
勤
も
可
　
▼
締
め
切
り
…
１
月
23
日

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
で
生
き

が
い
再
発
見
！
「
あ
な
た
の
『
こ
れ
か
ら
』

を
デ
ザ
イ
ン
し
て
み
ま
せ
ん
か
？
」

123456789

時
間
…
午
前
10
時
〜
正
午
　
▼
講
師
…

奈
良
Ｎ
Ｐ
Ｏ
セ
ン
タ
ー
理
事
長
の
仲
川
順

子
さ
ん
ほ
か
　
▼
定
員
…
30
人
。
在
勤
も

可
　
▼
締
め
切
り
…
１
月
23
日

親
子
で
つ
く
ろ
う
教
室
「
光
で
あ
そ
ぼ

っ
！
カ
ン
タ
ン
お
も

し
ろ
科
学
工
作
」

と
き
…
２
月
５
日

貍
午
前
９
時
半
〜
11

時
半
　
▼
内
容
…
ネ

ー
ム
プ
レ
ー
ト
発
電
、

エ
ジ
ソ
ン
電
球
の
製
作
　
▼
定
員
…
小
学
生

と
保
護
者
な
ど
20
組
。
申
し
込
み
時
に
全

員
の
氏
名
を
記
入
　
▼
持
ち
物
…
空
き
び

ん
、
は
さ
み
、
サ
イ
ン
ペ
ン
、
セ
ロ
ハ
ン
テ

ー
プ
等
　
▼
締
め
切
り
…
１
月
29
日
。

登
美
ヶ
丘
公
民
館

あ
つ
ま
れ
！
こ
ど
も
☆
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

と
き
…
１
月
22
日
貍
・
29
日
貍
午
前
10

時
〜
11
時
半
　
▼
内
容
…
手
づ
く
り
お
も

ち
ゃ
、
影
絵
シ
ア
タ
ー
な
ど
　
▼
定
員
…

原
則
と
し
て
３
歳
児
と
保
護
者
20
組
。
申

し
込
み
時
に
親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）

を
記
入
　
▼
材
料
費
…
１
組
500
円
程
度

▼
締
め
切
り
…
１
月
15
日

そ
ば
打
ち
体
験
教
室
　
と
き
…
２
月
６

日
豸
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
　
▼
定
員
…

成
人
12
人
　
▼
材
料
費
…
千
円
　
▼
締
め

切
り
…
１
月
17
日
。

平
城
東
公
民
館

バ
リ
ア
フ
リ
ー
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

各
分
野
で
活
躍
す
る
障
が
い
者
が
、
人

間
の
持
つ
可
能
性
や
社
会
参
加
の
様
子
な

各教室への申し込みは、往復はがきに教室
名、住所、氏名（ふりがな）、年齢（学年）、
電話番号を書いて、締め切り日必着で各館へ。
1枚に一人1教室限り。多い場合は抽選。材
料費、交通費等は自己負担。
※開催日は原則を記載しています。詳細は事
前に問い合わせてください。
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■
平
城
東
公
民
館

〒
631-

0806
朱
雀
六
丁
目
九
ー
一

蕁
七
一
ー
九
六
七
七

■
伏
見
公
民
館

〒
631-

0841
青
野
町
一
九
一
ー
一

蕁
四
五
ー
九
八
六
四

と
き

１/30
豸

内
　
容

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
О
活
動
と
は
？

奈
良
県
の
現
状

２/６
豸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
О
活
動
の
現
場
か

ら
漓
（
実
践
と
体
験
談
）

２/27
豸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
О
活
動
の
現
場
か

ら
滷
（
実
践
と
体
験
談
）

３/６
豸

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
Ｎ
Ｐ
О
活
動
と
こ
れ
か

ら
の
社
会
（
発
展
編
）

と
き

１/29
貍

内
　
容

「
自
分
の
体
質
を
知
ろ
う
」

ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
の
健
康
法
よ
り

イ
ン
ド
・
ア
ー
ユ
ル
ヴ
ェ
ー
ダ
ー
編

講
師：

マ
ニ
・
シ
ャ
ク
テ
ィ
会
の
吉
田
悦
子
さ
ん

２/12
貍
「
セ
ル
フ
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
し
よ
う
」

オ
イ
ル
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
効
用
と
実
践

２/26
貍
「
か
ら
だ
全
体
の
状
態
を
つ
か
も
う
」

漢
方
が
重
視
す
る
診
断
法
よ
り

中
国
・
漢
方
編

講
師：

薬
剤
師
の
茨
木
伸
明
さ
ん

３/12
貍
「
か
ら
だ
の
自
然
治
癒
力
を
高
め
よ
う
」

漢
方
薬
の
効
用
と
種
類

■
若
草
公
民
館

〒
630-

8202
川
上
町
五
七
五

蕁
二
六
ー
〇
一
三
〇

■
三
笠
公
民
館

〒
630-

8115
大
宮
町
四
丁
目
三
一
三
ー
三

蕁
三
三
ー
〇
五
一
五

■
都
跡
公
民
館

〒
630-

8032
五
条
町
二
〇
四
ー
一

蕁
三
四
ー
五
九
五
四

と
き

１/25貂

午前

内
容
（
定
員
）
＊
所
要
時
間
は
約
１
時
間
半

３
Ｂ
体
操
（
20
人
）、
書
道
（
10
人
）、

着
付
（
錦
秀
流
・
15
人
）

午後

囲
碁
（
初
心
者
10
人
）、
英
会
話
・
体

操
（
幼
稚
園
児
と
保
護
者
５
組
）

１/29貍

午前

編
物
（
手
編
マ
フ
ラ
ー
作
り
・
15
人
）、

ス
ト
レ
ッ
チ
・
リ
ズ
ム
体
操
（
20
人
）、

リ
ズ
ム
体
操
（
小
学
生
女
子
10
人
）

１/28貊

午前

大
正
琴
（
琴
城
流
・
12
人
）

午後

江
戸
芸
か
っ
ぽ
れ
（
梅
后
流
・
10
人
）、

高
齢
者
の
健
康
学
習
（
５
人
）

１/27貅

午前

女
声
コ
ー
ラ
ス
（
20
人
）、
健
康
料
理
教

室
（
10
人
）、
戸
塚
刺
し
ゅ
う
（
10
人
）

午後

社
交
ダ
ン
ス
（
入
門
コ
ー
ス
・
30
人
）、

地
唄
・
三
味
線
（
10
人
）

１/26貉

午前

男
性
料
理
教
室
（
20
人
）、

生
け
花
（
山
村
御
流
・
５
人
）

午後

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
・
レ
グ
ダ
ン
ス（
15
人
）、

マ
ン
ド
リ
ン
演
奏
（
５
人
）、
絵
手
紙
（
10

人
）、
手
芸
（
猫
の
小
物
・
10
人
）

■
登
美
ヶ
丘
公
民
館

〒
631-

0003
中
登
美
ケ
丘
三
丁
目
四
一
六
二
ー
八
一

蕁
四
三
ー
七
四
三
一



ど
を
語
り
、「
誰
に
で
も
や
さ
し
い
社
会
」

に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

1234567

時
間
…
午
後
１
時
半
〜
３
時
半
　
▼
定

員
…
16
歳
以
上
30
人
。
申
し
込
み
時
に
希

望
コ
ー
ス
を
記
入
　
▼
締
め
切
り
…
１
月

25
日
。
１
枚
で
複
数
コ
ー
ス
の
申
し
込
み

可
。
多
い
場
合
は
コ
ー
ス
ご
と
に
抽
選
。

地
域
歴
史
講
座
「
平
城
と
平
城
京
の
古

代
史
」

と
き
…
２
月
８
日
貂
午
後
１
時

半
〜
３
時
半
　
▼
内
容
…
平
城
京
の
あ
っ

た
時
代
の
暮
ら
し
や
地
域
の
成
り
立
ち
な

ど
　
▼
講
師
…
奈
良
大
学
教
授
の
水
野
正

好
さ
ん
　
▼
定
員
…
平
城
東
中
学
校
区
の

65
歳
以
上
30
人
　
▼
締
め
切
り
…
１
月
25

日
。
同
講
座
は
寿
学
級
（
高
齢
者
学
級
）

と
の
合
同
開
催

す
く
す
く
広
場

と
き
…
１
月
25
日
貂

午
前
10
時
〜
正
午
（
受
付
は
午
前
９
時
半

か
ら
）

▼
内
容
…

助
産
師
・
保
育
士
に

よ
る
相
談
、
子
ど
も

と
一
緒
に
で
き
る
手

遊
び
や
絵
本
の
読
み

聞
か
せ
な
ど
　
▼
対

象
…
初
妊
婦
、
１
歳
ま
で
の
乳
児
が
い
る

保
護
者
　
▼
申
し
込
み
…
不
要
。
当
日
直

接
同
館
へ
。

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〈
サ
ロ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
〉

と
き
…
１
月
22
日
貍
午
後
零
時
半
〜
１

時
50
分
　
▼
出
演
・
内
容
…
零
時
半
＝
オ

カ
リ
ー
ナ
隊
に
よ
る
オ
カ
リ
ナ
演
奏
（
い

つ
も
何
度
で
も
、
と
な
り
の
ト
ト
ロ
な

ど
）、
零
時
55
分
＝
交
楽
館
女
声
合
唱
団

ア
ン
ダ
ン
テ
に
よ
る
コ
ー
ラ
ス
（
リ
ズ
ム

劇
「
白
雪
姫
」、
手
話
コ
ー
ラ
ス
「
お
く

り
も
」）

▼
申
し
込
み
…
不
要
。
当
日

直
接
会
場
へ

〈
生
涯
楽
習
大
学
〉

伝
統
文
化
講
演
会
「
み
や
び
の
響
き
」

奈
良
に
伝
わ
る
雅
楽
に
つ
い
て
学
び
ま

す
。と

き
…
１
月
29
日
貍
午
前
10
時
〜
正
午

▼
講
師
…
譖
南
都
楽
所
楽
頭
の
笠
置
侃
一

さ
ん
　
▼
定
員
…
120
人

パ
ソ
コ
ン
講
座
「
子
ど
も
名
刺
工
房
」

と
き
…
１
月
29
日

貍
午
後
１
時
半
〜
４

時
半
　
▼
内
容
…
パ

ソ
コ
ン
の
基
本
操
作

を
学
び
な
が
ら
名
刺

作
り
　
▼
定
員
…
小

学
４
年
〜
中
学
生
24

人
。
在
学
も
可
　
▼
材
料
費
…
300
円

【
締
め
切
り
】
１
月
20
日
。
申
し
込
み
時

に
生
涯
楽
習
大
学
の
受
講
証
を
持
っ
て
い

る
人
は
受
講
証
番
号
、
託
児
希
望
（
２
歳

〜
就
学
前
）
は
幼
児
の
年
齢
と
性
別
を
記

入
。
多
い
場
合
は
１
月
21
日
午
前
10
時
か

ら
同
セ
ン
タ
ー
で
公
開
抽
選
。

奈良しみんだより
平成17年（2005年）1月

23

■
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
630-

8357
杉
ケ
町
二
三

蕁
二
六
ー
八
八
一
一

【とき】２月19日貍・20日豸 【ところ】中央公民館

市内21館の公民館と生涯学習センターが一堂に会し、「生涯学習」を身
近に感じてもらおうと、市教育委員会と譛市生涯学習財
団が開きます。事前に申し込みが必要なイベントは次の
とおりです（当日参加できるイベントは後日紹介）。

イベント漓

開会行事と記念公演「大蔵流　狂言のお話と実演」
奈良では毎年薪能でおなじ

みの、猿楽会代表４世茂山忠
三郎さんと一門のみなさん
が、狂言の楽しさを紹介しま
す。
とき…２月19日貍午前10時

～正午　蜷定員…320人。１
枚に２人まで可（全員の氏名
を記入） 蜷演目…佛師、梟

イベント②

みんなこうしてうまれたよ！「親子で学ぶ生と性のおはなし」
新しい“いのち”がこの世に生まれるまでのおはなしと、手作り教材を

使った体験をするミニ講座です。
とき…２月20日豸午前10時半～11時15分　蜷講師…譖

県助産師会奈良県支部性教育出前講座「ハートポケット」
蜷定員…児童と保護者20組。１枚に１家族限り（全員の
氏名、年齢を記入）

【申し込み】往復はがきに希望イベント名（漓滷）、全員の氏名（ふりがな）、住
所、年齢（学年）、電話番号を書いて、２月１日必着で中央公民館〒630-8228上
三条町２３―４　蕁２６―６５０６・薨２６―３２６３）へ。１枚に１イベン
ト限り。多い場合は２月４日午前10時から同館で公開抽選。車での来館は不可。

と
き

２/12
貍

コ
ー
ス
・
内
容

Ａ
コ
ー
ス
・
目
が
不
自
由
っ
て
、
ど
ん
な

感
じ
（
盲
導
犬
リ
リ
ー
と
と
も
に
）

２/26
貍

Ｂ
コ
ー
ス
・
き
こ
え
な
い
っ
て
、
ど
ん
な

感
じ
（
市
聴
力
障
が
い
者
協
会
）

３/12
貍

Ｃ
コ
ー
ス
・
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
（
車
い
す

バ
ス
ケ
ッ
ト
）
を
通
し
た
世
界
の
広
が
り

【プロフィール】
昭和３年生まれ。３歳か

ら父・３世忠三郎に師事、
昭和40年茂山忠三郎を襲名。
平成４年に紫綬褒章、13年

に文化庁芸術
祭大賞、15年
に旭日小綬章
を受章。重要
無形文化財指
定保持者。



南
部
公
民
館

鍋
奉
行
の
ス
ゝ
メ
　
と
き
・
内
容
…
１

月
15
日
貍
・
郷
土
の
味
「
飛
鳥
鍋
」、
29

日
貍
・
中
国
風
寄
せ
鍋
「
火
鍋
子
」、
２

月
５
日
貍
・
手
打
ち

う
ど
ん
に
挑
戦
「
う

ど
ん
す
き
」。
時
間

は
午
後
６
時
半
〜
８

時
半
。
３
回
　
▼
定

員
…
16
歳
以
上
の
男

性
16
人
　
▼
締
め
切
り
…
１
月
12
日
。

中
央
公
民
館

う
き
う
き
発
見
ス
ペ
ー
ス

昔
の
遊
び
の
お
も
し
ろ
さ
を
体
験
し
な

が
ら
、
世
代
を
超
え
て
交
流
を
深
め
ま
し

ょ
う
。

と
き
…
１
月
29
日
貍
午
前
10
時
〜
午
後

３
時
（
自
由
な
時
間
に
来
て
く
だ
さ
い
）

▼
内
容
…
折
り
紙
、
お
手
玉
つ
く
り
、
缶

ぽ
っ
く
り
な
ど
。
材
料
が
な
く
な
り
次
第

終
了
　
▼
対
象
…
小
学
生
以
上
　
▼
申
し

込
み
…
不
要
。
当
日
直
接
同
館
へ

す
く
す
く
く
ら
ぶ
「
絵
本
と
親
子
の
ふ

れ
あ
い
体
操
」

と
き

…
１
月
27
日
〜
３
月
10

日
の
第
２
・
４
木
曜
日

午
前
10
時
〜
11
時
半
。

４
回
　
▼
定
員
…
２
・

３
歳
児
と
保
護
者
15

組
。
申
し
込
み
時
に
親
子
の
名
前
、
性
別
、

生
年
月
日
も
記
入
　
▼
締
め
切
り
…
１
月

18
日
必
着
。
多
い
場
合
は
１
月
19
日
午
後

２
時
か
ら
同
館
で
公
開
抽
選

こ
ど
も
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
教
室
　
と
き
…

２
月
５
日
〜
３
月
５
日
の
土
曜
日
午
前
９

時
〜
正
午
。
４
回
　
▼
と
こ
ろ
…
椿
井
小

学
校
　
▼
定
員
…
小
学
３
〜
６
年
生
12
人

▼
持
ち
物
…
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
ラ
ケ
ッ
ト

（
あ
れ
ば
）、
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ
　
▼
締
め

切
り
…
１
月
19
日
。
多
い
場
合
は
１
月
21

日
午
後
２
時
か
ら
同
館
で
公
開
抽
選
。

飛
鳥
公
民
館

く
ら
し
に
役
立
つ
身
近
な
法
律
講
座

12345

時
間
…
午
後
１
時
半
〜
３
時
　
▼
定
員

…
成
人
60
人
　
▼
締
め
切
り
…
１
月
15
日

親
子
竹
細
工
教
室
　
と
き
…
１
月
29
日

貍
午
後
１
時
〜
４
時
　
▼
内
容
…
親
子
で

竹
製
の
花
ビ
ン
制
作
　
▼
講
師
…
田
原
地

区
伝
統
芸
能
保
存
会
の
上
畑
勇
さ
ん
、
岡

井
稲
郎
さ
ん
　
▼
定
員
…
小
学
２
〜
６
年

生
と
保
護
者
10
組
　
▼
教
材
費
…
１
組
500

円
　
▼
締
め
切
り
…
１
月
18
日
。

平
城
西
公
民
館

あ
な
た
に
も
で
き
る
和
菓
子
教
室
　
と

き
・
内
容
…
１
月
26
日
貉
・
丁
稚
よ
う
か

ん
、
２
月
23
日
貉
・
う
ぐ
い
す
餅
、
３
月

16
日
貉
・
さ
く
ら
餅
。
時
間
は
午
前
９
時

半
〜
正
午
。
３
回
　
▼
講
師
…
平
城
ニ
ュ

ー
タ
ウ
ン
文
化
協
会
副
会
長
の
上
田
善
次

さ
ん
　
▼
定
員
…
20
人
　
▼
材
料
費
…
実

費
が
必
要
　
▼
締
め
切
り
…
１
月
15
日
。

春
日
公
民
館

子
育
て
応
援
し
ま
す
！
「
楽
し
い
親
子

の
ふ
れ
あ
い
じ
か
ん
」

と
き
…
２
月
10

日
・
24
日
〜
３
月
17
日
の
木
曜
日
午
前
10

時
〜
11
時
半
。
５
回

▼
内
容
…
保
育
士
に

よ
る
手
遊
び
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
、
工

作
な
ど
　
▼
定
員
…

春
日
中
学
校
区
の
１

〜
２
歳
児
と
保
護
者
10
組
。
申
し
込
み
時

に
親
子
の
名
前
（
ふ
り
が
な
）、
年
齢
・
月

齢
を
記
入
　
▼
締
め
切
り
…
１
月
23
日
。

奈良しみんだより
平成17年（2005年）1月

24

※申し込みは各館へ（申し込み方法は22ページ参照）

〈自主活動グループ紹介〉
市生涯学習情報提供システム「ならおっと」
の登録の中から、生涯学習センターや公民館
で活動するグループを紹介します。
【奈良共同学習会】（内）料理を作り楽しく語
らう（入）料理、栄養、健康を楽しく学ぶ
（数）15人、女15人（施）中央公民館（連）
蕁４９―００４３代表の金沢素子
略字の説明…（内）＝活動内容（入）＝入会

情報（数）＝会員数、男・女（施）＝主な活動
施設（連）＝連絡先　蜷問い合わせ…各活動施
設へ。この欄への掲載申請、「ならおっと」に
関する問い合わせは生涯学習センター（蕁２６
―８８１１）へ。

◆生涯学習センターギャラリー展示案内
高齢者作品展（主催：県高齢者運動連絡会）
…１月14日貊午後１時～16日豸正午（期間中
は午前９時～午後５時）
【問い合わせ】同センター（蕁２６―８８１
１）へ。

谷
村
光
洋
（
北
之
庄
町
）
お
も
ち
ゃ
百

個
　
▼
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

㈱
　
五
万
円
　
▼
増
田
才
英
（
若
葉
台
四

丁
目
）
一
万
円
　
▼
吉
岡
耕
藏
（
山
陵
町
）

五
千
円
　
▼
譌
東
九
条
ゴ
ル
フ
セ
ン
タ
ー

二
十
一
万
四
千
八
百
円
　
▼
カ
ラ
オ
ケ
恵

一
万
四
千
九
百
三
十
円
　
▼
左
京
・
朱
雀

地
区
親
善
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
平
城
東
中

学
生
徒
他
選
手
一
同
　
五
千
円
　
▼
大
安

寺
西
小
学
校
六
年
児
童
・
保
護
者
一
同

清
拭
布
　
▼
廣
田
久
義
（
山
陵
町
）
五
千

円指
定
寄
付

清
澄
窯
　
三
十
万
円

10
月
分

（
敬
称
略
）

と
き

１/26
貉

講
師
・
内
容

弁
護
士
の
鈴
木
聡
さ
ん
「
相
続
人
と
相
続

分
・
遺
産
分
割
に
つ
い
て
」

２/２
貉

弁
護
士
の
小
城
達
さ
ん
「
遺
言
を
作
成
す

る
に
は
・
遺
留
分
に
つ
い
て
」

■
南
部
公
民
館

〒
630-

8434
山
町
二
七
ー
一

蕁
六
二
ー
五
九
三
一

■
春
日
公
民
館

〒
630-

8141
南
京
終
町
一
丁
目
八
六
ー
一

蕁
六
二
ー
二
二
五
三

■
飛
鳥
公
民
館

〒
630-

8306
紀
寺
町
九
八
四

蕁
二
三
ー
二
八
〇
四

■
中
央
公
民
館

〒
630-

8228
上
三
条
町
二
三
ー
四

蕁
二
六
ー
六
五
〇
六

■
平
城
西
公
民
館

〒
631-

0804
神
功
四
丁
目
二
五

蕁
七
一
ー
五
七
一
一
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●奈良税務署からのお知らせ
株式譲渡所得の申告説明会　とき…

１月28日貊午前の部＝10時～正午、午
後の部＝２時～４時　蜷ところ…中央
公民館（上三条町） 蜷定員…平成16
年中に上場株式を売却し、申告を予定
している人各部120人。申告書の受付
は無し　蜷持ち物…売値・買値の分か
る書類、筆記用具、計算器具
住宅借入金控除適用者を対象とした

申告説明会　とき…１月23日豸午前10
時～正午・午後１時半～３時半　蜷と
ころ…県文化会館（登大路町） 蜷内
容…住宅借入金特別控除の要件・手
続・必要書類等の説明。申告書の受付
は無し　蜷対象…平成16年中に住宅
ロ－ンで住宅を購入し入居した人
平成16年分所得税・消費税確定申告

説明会　とき・ところ…１月28日貊午前
10時～正午と午後１時半～３時半・学園
前ホール（学園南三丁目）、１月28日貊
午前10時～正午・ならまちセンタ－（東
寺林町） 蜷内容…所得税法の改正事項
や確定申告書の書き方など
還付申告相談センターを開設　とき

…２月１日貂～18日貊午前10時～午後
４時（土・日曜日、祝日を除く）。時
間まで入場不可、混雑状況により早く
受付終了する場合あり　蜷ところ…旧
西部公民館跡（学園北二丁目） 蜷内容
…医療費控除・住宅借入金等特別控除・
年金所得・途中退職等での還付確定申
告。所得税確定申告書の提出受付も実施
【問い合わせ】奈良税務署（蕁２６―
１２０１）へ。各会場・税務署へは公
共交通機関を利用してください。
●MOA美術館奈良市児童作品展示
とき…１月24日豺～28日貊 蜷とこ

ろ…市役所１階連絡通路　蜷問い合わせ
…譛エム・オー・エー美術・文化財団実
行委員会事務局（蕁３６―１３６９）へ。
●新春かるた大会
とき…１月22日貍午前９時半～午後

１時　蜷ところ…春日大社景雲殿（春日
野町） 蜷参加料…大人800円、高校生
以下300円　蜷問い合わせ…県かるた協
会の大槻さん（蕁２６―４４７８）へ。
●英語で遊ぼう「ニュージーランド編」
とき…１月28日貊 蜷ところ…譖ま

ちづくり国際交流センター（大宮町六丁
目） 蜷内容…子ども英会話＝幼稚園
（午後３時）、小学１～３年（午後４時）、
小学４～６年（午後５時）。一般英会
話＝初級（午後７時）、中級（午後８時）。
各50分間　蜷定員…各10人　蜷問い合わ
せ…同センター（蕁３３―５９３１）へ。
●「高齢者の集い」と作品展
とき…１月15日貍午後１時～５時

蜷ところ…生涯学習センター（杉ヶ町）
蜷内容…立命館大学講師の篠崎次男さ
んによる記念講演「介護保険見直しを
めぐる状況」、健康チェックなど　蜷
定員…120人　蜷資料代…500円　蜷そ
の他…作品展を１月14日貊午後１時～
16日豸午後１時（期間中は午前９時～
午後５時）に同センターで開催　蜷問
い合わせ…県高齢者運動連絡会（蕁３
３―２２６２）へ。
●みんなで遊べる「あそびの城」
とき…１月22日貍午後１時半～３時

半　蜷ところ…グリーンホール（中登
美ヶ丘三丁目） 蜷内容…手づくりタ
コあげなど　蜷問い合わせ…県レクリ
エーション協会（蕁３３―１０４５）へ。
●公開講演会「日本文化のゆくえ」
現代日本人の悩み とき…１月９日

豸午後２時～４時　蜷ところ…帝塚山
学園講堂（学園南三丁目） 蜷定員…
500人　蜷問い合わせ…譖奈良「いの
ちの電話」協会（蕁３５―０５００）へ。

●放送大学教養学部・大学院
4月入学生募集 対象…学部全科履

修生、大学院修士選科・修士科目生＝
満18歳以上、学部選科・科目履修生＝
満15歳以上。入学試験はなし　蜷出願
期間…２月28日必着　蜷問い合わせ…
放送大学奈良学習センター（蕁６４―
２６９５・奈良佐保短期大学内）へ。
●平城児童センター主催事業
氷上わかさぎ釣りに挑戦!! とき…

２月11日豢～13日豸２泊３日　蜷とこ
ろ…国立信州高遠少年自然の家（長野
県） 蜷内容…氷上わかさぎ釣り、自
然遊びなど　蜷定員…小学３年～中学生
40人　蜷参加料…小学生21,000円、中学
生22,000円　蜷締め切り…１月15日必着
さわやかキャンプ「たこ♪たこ♪あ

がれ!!」 とき…２月26日貍・27日豸
１泊２日　蜷ところ…平城野外活動研
修センター（歌姫町） 蜷内容…凧作
り、凧上げ、野外自炊など　蜷定員…
小学生40人　蜷参加料…3,500円　蜷
締め切り…１月15日必着
【問い合わせ】同センター（蕁３４―２
７１６・http://www.jidoucenter.com/）へ。
●奈良少年少女合唱団新入団員募集
活動内容…コンサート、社会福祉施設

等への慰問、演奏旅行、各種行事への参
加など　蜷対象…市内または近郊に住む
幼稚園児～高校生　蜷練習…毎週土曜日
午後１時～３時（太鼓組は午後３時～５
時）に青少年児童会館（西木辻町）で
蜷締め切り…１月15日必着　蜷問い合わ
せ…同団の吉田さん（蕁４４―０８０８）、
吉岡さん（蕁２３―５５８７）、森田さん
（蕁０９０―１４４１―３２７４）へ。
●「奈良親と子の劇場」法村友井バレエ団
眠れる森の美女　とき…１月15日貍

午後６時半　蜷ところ…県文化会館
（登大路町） 蜷参加料…4,500円　蜷
問い合わせ…ＮＰО法人県青少年文化
振興協会（蕁３６―１９５５）へ。

東西南北
国・県、その他団体などの情報

フンの後始末は、飼い主として当然のことです。しかし、残念ながら当然
のことができない一部の飼い主のマナー違反で、近隣住民はもちろん、きち
んとマナーを守っている愛犬家も大変不愉快な思いをしています。
考えてみてください、自分の家の前にフンが毎日放置されていたら…。フ

ンはきちんと後始末し、マナーを守って住み良い街づくりをしましょう。

【問い合わせ】市保健所生活衛生課（蕁２３―６１７２）へ。

マナーを守って
気持ちよく
散歩したいね！散歩

時に 犬を放していませんか？
フンを放置していませんか？
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健 康

予
防
接
種
の
お
知
ら
せ

◎
個
別
方
式
で
行
い
ま
す

123456789101112

受
け
方
…
通
知
書
を
持
っ
て
、
取
扱
医

療
機
関
で
接
種
日
を
予
約
し
、
予
診
票
を

も
ら
っ
て
く
だ
さ
い
（
日
曜
日
・
祝
日
と

各
医
療
機
関
の
休
診
日
を
除
く
）。「
予
防

接
種
と
子
ど
も
の
健
康
」
を
読
み
、
通
知

書
・
予
診
票
・
母
子
健
康
手
帳
を
持
っ
て

受
け
て
く
だ
さ
い
。
通
知
書
が
な
い
と
受

け
ら
れ
ま
せ
ん
。
転
入
や
他
の
事
情
で
通

知
書
が
な
い
人
は
、
市
役
所
衛
生
課
へ
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
　
▼
問
い
合
わ
せ
…
同

課
へ
。ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
・
判
定
・

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

結
核
予
防
の
た
め
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応

検
査
を
し
、
２
日
後
の
判
定
で
陰
性
の
と

き
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い
ま
す
。

12345678910111213

対
象
…
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
判
定

当
日
生
後
３
か
月
以
上
48
か
月
未
満
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
未
接
種
の
子
と
陽
性
判
定
１
回
の

子
　
▼
必
要
な
物
…
母
子
健
康
手
帳

【
受
け
ら
れ
な
い
子
】
漓
接
種
前
の
体
温

が
37
・
５
度
以
上
の
子
滷
重
篤
な
急
性
疾

患
に
か
か
っ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
な
子

澆
結
核
そ
の
他
の
疾
病
の
予
防
接
種
、
外

傷
等
に
よ
る
ケ
ロ
イ
ド
の
認
め
ら
れ
る
子

潺
ポ
リ
オ
、
麻
し
ん
（
は
し
か
）、
風
し

ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
み
ず
ぼ
う
そ
う
の

予
防
接
種
を
受
け
て
か
ら
各
４
週
間
、
そ

の
他
の
予
防
接
種

を
受
け
て
か
ら
１

週
間
た
っ
て
い
な

い
子
潸
Ｂ
型
肝
炎

（
Ｈ
Ｂ
）
ワ
ク
チ

ン
の
接
種
を
受
け

た
子
は
３
回
完
了

後
１
週
間
あ
け
て
く
だ
さ
い
澁
麻
し
ん
、

風
し
ん
、
お
た
ふ
く
か
ぜ
、
み
ず
ぼ
う
そ

う
、
リ
ン
ゴ
病
、
手
足
口
病
の
病
気
が
治

っ
て
か
ら
４
週
間
た
っ
て
い
な
い
子
、
ま

た
家
族
等
が
こ
れ
ら
の
病
気
に
か
か
っ
て

い
る
場
合
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
潜
伏
期
間
を

あ
け
て
く
だ
さ
い
澀
突
発
性
発
し
ん
が
治

っ
て
か
ら
２
週
間
た
っ
て
い
な
い
子
潯
そ

の
他
接
種
が
不
適
当
な
状
態
に
あ
る
子
。

な
お
、
４
月
か
ら
対
象
者
が
生
後
６
か

月
未
満
に
な
り
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
市
役
所
衛
生
課
へ
。

す
く
す
く
相
談

と
き
…
１
月
28
日
貊
午
後
１
時
半
〜
４

時
。
一
人
30
分
程
度
　
▼
と
こ
ろ
…
保
健

セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…
心
理
相
談
員
に
よ

る
子
ど
も
の
発
達
に
関
す
る
相
談
　
▼
対

象
…
１
歳
〜
就
学
前
の
幼
児
が
い
る
保
護

者
　
▼
持
ち
物
…
母
子
健
康
手
帳
　
▼
申

し
込
み
…
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課

へ
。
時
間
は
申
し
込
み
時
に
連
絡
。

新
生
児
・
妊
産
婦
訪
問

内
容
…
助
産
師
や
保
健
師
に
よ
る
妊

娠
、
出
産
、
育
児
の
相
談
　
▼
対
象
…
妊

婦
、
出
産
後
１
年
未
満
の
産
婦
、
生
後
28

【持ち物】問診票、母子健康
手帳。問診票は１月中旬に送
付しますが、１月１日以降の
転入者などで届かない人は当
日直接会場へ（４か月児健診
は市役所健康増進課へ連絡）
【問い合わせ】市役所健康増
進課へ。

健診名 対　象 内　　容

平成16年10月
生まれの子4か月児健診

問診、身体計測、内科診察（料
金は無料）

平成16年６月
生まれの子乳児健康相談

身体計測、運動発達の観察、育
児相談、栄養相談、「ふれあい
を絵本から」の話

平成15年６月
生まれの子

1歳7か月児
健診

身体計測、内科診察、歯科健診、
歯科相談、栄養相談、育児相談

平成13年７月
生まれの子

と　　き

満４か月になった日から１か
月以内に受診してください

２月２日・９日・16日・23日・
25日・３月２日の水・金曜日
受付は午前９時半～10時半

２月10日・17日・24日、３月
３日の木曜日
受付は午後１時15分～２時15分

２月８日・15日・22日、３月
１日の火曜日
受付は午後１時15分～２時15分

3歳6か月児
健診

視聴覚問診、身体計測、検尿、
歯科健診、内科診察、歯科相談、
栄養相談、育児相談

ところ

市内指定
医療機関

保健
センター

乳幼児の
健診・相談

市役所（二条大路南一丁目1―1 蕁34―1111）
市保健所保健予防課（西木辻町200―46 蕁23―6173）
保健センター（二条大路南一丁目1―30 蕁34―1111）
奈良診療所（二条大路南一丁目1―28 蕁34―1111）
総合医療検査センター（柏木町519―5 蕁33―7876）

新
生
児
・
妊
産
婦
訪
問

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

判
定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

各
種
予
防
接
種

接種名

百日せき・ジフテ
リア・破傷風
（三種混合）

麻しん（はしか）
風しん

対　　象

今月通知する子

平成16年９月
生まれの子 以前に通知し

た子で接種を
終えていない
７歳６か月未
満の子平成16年１月

生まれの子

＊麻しんの望ましい接種年齢は
生後12～15か月です

す
く
す
く
相
談

ツベルクリン反応検査・判定・BCG接種日程
（受付は午後2時～2時45分）

ツ反応
検　査

判定・
BCG 実施場所対象

１/24豺

保健センター

総合医療検査
センター

H16.9.1～9.15
生まれの子１/26貉

２/２貉 H16.9.16～9.30
生まれの子２/４貊

２/７豺 H16.10.1～10.15
生まれの子２/９貉

２/14豺 H16.10.16～10.31
生まれの子２/16貉

２/22貂 生後３か月～48か月
未満で未接種の子２/24貅
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健 康

日
ま
で
の
新
生
児
　
▼
申
し
込
み
…
母
子

健
康
手
帳
に
あ
る
妊
婦
は
が
き
か
新
生
児

は
が
き
に
必
要
事
項
を
書
い
て
郵
送
す
る

か
、
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。
訪

問
は
事
前
に
連
絡
し
て
か
ら
行
い
ま
す
。

物
品
販
売
は
一
切
あ
り
ま
せ
ん
。

成
人
歯
科
健
康
相
談

と
き
…
１
月
20
日
貅
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…

歯
科
医
師
に
よ
る
相
談
。
歯
科
医
師
の
紹

介
は
無
し
　
▼
対
象
…
成
人
　
▼
申
し
込

み
…
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。

歯
っ
ぴ
い
ヘ
ル
ス
教
室

い
き
い
き
健
口
ラ
イ
フ
「
8
0
2
0
運

動
」
80
歳
で
20
本
の
歯
を
保
と
う
！
　
と

き
・
内
容
…
１
月
27
日
貅
午
前
９
時
半
〜

正
午
・
歯
科
医
師
の
講
義
（
歯
周
病
・
む

し
歯
の
予
防
）、
実
習
「
今
日
か
ら
役
立

つ
デ
ン
タ
ル
ケ
ア
」、
デ
ン
タ
ル
フ
ロ

ス
・
歯
間
ブ
ラ
シ
な
ど
の
正
し
い
使
い

方
。
２
月
１
日
貂
午
前
９
時
半
〜
11
時

半
・
唾
液
の
検
査
、
実
習
（
前
回
の
チ
ェ

ッ
ク
）

▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
…
成
人
　
▼
申
し
込
み
…
往
復
は

が
き
に
教
室
名
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
を
書
い
て
、
１
月
17
日
ま
で
に

市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。

歯
っ
ぴ
い
・
マ
ミ
ー
教
室

妊
婦
の
た
め
の
歯
と
栄
養
の
教
室
　
と

き
…
２
月
10
日
貅
午
前
９
時
半
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…

歯
科
医
師
に
よ
る
歯
科
健
診
と
講
義
「
妊

娠
中
に
知
っ
て
お
き
た
い
歯
の
知
識
」、

ブ
ラ
ッ
シ
ン
グ
実
習
、
栄
養
士
の
講
話

「
妊
娠
中
に
気
を
つ
け
た
い
食
生
活
の
ポ

イ
ン
ト
」

▼
定
員
…
初
妊
婦
45
人
　
▼

申
し
込
み
…
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課

へ
。

こ
ど
も
の
歯
を
守
ろ
う

「
歯
っ
ぴ
い
教
室
」

と
き
…
１
月
31
日
豺
午
後
零
時
45
分
〜

３
時
＝
生
活
習
慣
・
お
や
つ
に
つ
い
て
、

ふ
れ
あ
い
あ
そ
び
、
歯
み
が
き
指
導
。
２

月
３
日
貅
午
前
９
時
45
分
〜
正
午
＝
歯
科

医
師
の
講
義
「
こ
ど
も
の
歯
を
守
る
た
め

に
」、
歯
科
健
診
、
歯
み
が
き
指
導
　
▼

と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
定
員
…
両

日
受
講
で
き
る
２
歳
児
と
保
護
者
36
組

▼
申
し
込
み
…
往
復
は
が
き
に
教
室
名
、

住
所
、
親
子
の
氏
名
（
ふ
り
が
な
）、
生

年
月
日
、
電
話
番
号
を
書
い
て
、
１
月
15

日
ま
で
に
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。
多
い

場
合
は
抽
選
。

知
っ
て
得
す
る
健
康
講
座

「
お
酒
の
正
し
い
飲
み
方
」

と
き
…
１
月
27
日
貅
午
前
10
時
〜
正
午

▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内
容
…

多
量
飲
酒
に
よ
る
健
康
へ
の
影
響
や
適
正

な
飲
酒
に
つ
い
て
　
▼
定
員
…
50
人
　
▼

申
し
込
み
…
は
が
き

に
教
室
名
、
住
所
、

氏
名
、
年
齢
、
電
話

番
号
を
書
い
て
、
１

月
17
日
ま
で
に
市
役

所
健
康
増
進
課
へ
。

フ
ァ
ク
シ
ミ
リ
（
薨
三
四
―
三
一
四
五
）

も
可
。
多
い
場
合
は
抽
選
。

か
ら
だ
の
悩
み
よ
ろ
ず
相
談

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
成
人
健
康
相
談

と
き
…
１
月
19
日
貉
午
後
１
時
半
〜
４

時
　
▼
と
こ
ろ
…
保
健
セ
ン
タ
ー
　
▼
内

容
…
医
師
に
よ
る
個
別
相
談
。
希
望
者
に

健
康
手
帳
を
配
布
　
▼
対
象
…
成
人
　
▼
申

し
込
み
…
電
話
で
市
役
所
健
康
増
進
課
へ
。

健
康
講
座
「
血
管
の
病
気
」

主
に
手
足
に
関
し
て
　
と
き
…
１
月
28

日
貊
午
後
２
時
〜
３
時
25
分
　
▼
と
こ
ろ

…
総
合
医
療
検
査
セ
ン
タ
ー
　
▼
講
師
…

外
科
医
の
井
上
毅
さ
ん
　
▼
申
し
込
み
…

不
要
。
当
日
直
接
会
場
へ
　
▼
問
い
合
わ

せ
…
同
セ
ン
タ
ー
へ
。
手
話
通
訳
あ
り
。

結
核
住
民
検
診

と
き
…
１
月
15
日
貍
午
前
９
時
半
〜
10

時
半
　
▼
と
こ
ろ
…

総
合
医
療
検
査
セ
ン

タ
ー
　
▼
内
容
…
胸

部
エ
ッ
ク
ス
線
検
査

▼
対
象
…
15
歳
以

上
。
中
・
高
校
生
、

妊
婦
、
事
業
所
で
受
診
す
る
人
は
除
く

▼
申
し
込
み
…
前
日
ま
で
に
電
話
で
市
保

健
所
保
健
予
防
課
へ
。

特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病

医
療
講
演
会

と
き
…
１
月
22
日
貍
午
後
２
時
〜
４
時

半
　
▼
と
こ
ろ
…
県
文
化
会
館
（
登
大
路

町
）

▼
内
容
…
医
師
の
西
野
正
人
さ
ん

に
よ
る
医
療
講
演
会
と
患
者
交
流
会
　
▼

対
象
…
特
発
性
血
小
板
減
少
性
紫
斑
病
患

者
と
家
族
　
▼
申
し
込
み
…
電
話
で
１
月

14
日
ま
で
に
市
保
健
所
保
健
予
防
課
へ
。

こ
ど
も
の
歯
を
守
ろ
う

「
歯
っ
ぴ
い
教
室
」

歯
っ
ぴ
い
・
マ
ミ
ー
教
室

歯
っ
ぴ
い
ヘ
ル
ス
教
室

●胃がん検診
対象…35歳以上の人。妊婦、勤務先な

どで同様の検診を受診した人は除く　蜷
料金…35～69歳は1,000円。70歳以上と
生活保護、市民税非課税世帯の人は無料
（申し込み時に申し出を） 受診間隔…
年１回　蜷申し込み…電話で１月20日ま
でに市役所健康増進課へ　蜷その他…検
診の結果、精密検査の必要な人は、すみ
やかに受診願います。現在治療中の人、
過去に手術を受けた人や精密検査を受け
た人は、主治医に相談してください。
2月　　受付時間は午前9時半～10時半

各種がん検診

とき
１貂

定員

40人

60人

40人

と こ ろ
三松ヶ丘集会所

２貉 学園緑ヶ丘集会所

３貅 ガーデンハウス奈良青山第一第二住宅集会所

４貊 左京一丁目集会所

９貉 奈良県農協辰市出張所

18貊 平城西公民館

21豺 西奈良県民センター

25貊 佐保小学校

28豺 休日夜間応急診療所

知
っ
て
得
す
る
健
康
講
座

「
お
酒
の
正
し
い
飲
み
方
」

成
人
歯
科
健
康
相
談

特
発
性
血
小
板
減
少
性

紫
斑
病
医
療
講
演
会

健
康
講
座「
血
管
の
病
気
」

か
ら
だ
の
悩
み
よ
ろ
ず
相
談

結
核
住
民
検
診
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健 康

ス
ト
レ
ス
社
会
と
言
わ
れ
る
現
代
、
胃
十
二
指
腸
潰
瘍
を
患

う
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
こ
の
病
気
に
は
、
ど
の
よ
う
な
食
事

を
す
れ
ば
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
。

何
と
言
っ
て
も
、
ま
ず
は
刺
激
物
を

避
け
、
消
化
の
良
い
も
の
を
食
べ
る
こ

と
で
す
。
ま
た
、
潰
瘍
の
治
り
を
良
く

す
る
た
め
に
、
タ
ン
パ
ク
質
や
そ
の
他

の
栄
養
を
含
む
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食

事
を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
わ
さ
び
や
か
ら
し
な
ど
の
香
辛
料
は
控
え
目

に
し
て
く
だ
さ
い
。
熱
す
ぎ
る
食
事
や
、
逆
に
冷
た
す
ぎ
る
食

事
も
問
題
で
す
。
塩
味
の
濃
い
も
の
、
酢
の
物
な
ど
酸
味
の
強

い
も
の
も
控
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、
コ
ー
ヒ
ー
、

炭
酸
飲
料
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
タ
バ
コ
な
ど
は
胃
を
刺
激
し
、
胃

酸
の
分
泌
を
増
や
し
て
し
ま
う
た
め
、
こ
の
病
気
に
は
よ
く
あ

り
ま
せ
ん
。

調
理
方
法
も
問
題
に
な
り
ま
す
。「
煮
る
」「
蒸
す
」「
茹
で

る
」
の
が
お
す
す
め
で
す
。
炒
め
た
り
揚
げ
た
り
す
る
の
は
、

使
用
す
る
油
の
た
め
に
消
化
が
悪
く
な
り
、
胃
に
負
担
を
か
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
ま
り
お
奨
め
は
で
き
ま
せ
ん
。

こ
れ
ら
の
こ
と
に
気
を
つ
け
て
、
楽
し
く
食
事
を
し
ま
し
ょ

う
。
そ
し
て
、
医
者
の
指
示
に
従
っ
て
薬
を
忘
れ
ず
に
飲
む
こ

と
も
大
切
で
す
。

最
近
、
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
す
る
中
高
年
者
が
増
え
て
き
た
こ

と
に
伴
い
、
目
の
疲
れ
を
訴
え
る
人
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

そ
の
よ
う
な
人
の
中
に
は
、
持
っ
て
い
る
メ
ガ
ネ
で
の
ピ
ン

ト
の
合
う
距
離
と
、
実
際
に
物
を
見
て
い
る
距
離
と
が
、
食
い

違
っ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

一
般
的
に
、
四
十
歳
代
以
降
は
、
近
く
を
見
る
メ
ガ
ネ
の
度

数
と
、
遠
く
を
見
る
メ
ガ
ネ
の
度
数
が
異
な
り
ま
す
。

ま
た
、
パ
ソ
コ
ン
は
読
書
よ
り
も
少
し
離
れ
た
と
こ
ろ
を
見

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、
読
書
の
時
な
ど
に
使
う
、

い
わ
ゆ
る
「
老
眼
用
メ
ガ
ネ
」
で
は
度
数
が
合
わ
な
い
た
め
、

目
が
疲
れ
て
き
ま
す
。

そ
の
た
め
、
自
分
の
見
た
い
物
と
の
距
離
を
正
確
に
把
握
し
、

そ
の
距
離
に
合
っ
た
メ
ガ
ネ
を
使
用
す
る
と
、
目
の
疲
れ
を
か

な
り
軽
減
で
き
ま
す
。

目
の
疲
れ
が
気
に
な
る
人
は
、
一
度
自
分
の
メ
ガ
ネ
を
持
っ

て
眼
科
を
受
診
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

健 康
奈良県医師会

胃
十
二
指
腸
潰
瘍
の
食
事
療
法

中
高
年
の
メ
ガ
ネ

休休日日・・夜夜間間のの応応急急診診療療 ■休日夜間応急診療所
（二条大路南一丁目　蕁３４―１２２８）
診療科目…内科、小児科。二人の担当医師が常時待機

（休日診療では二人のうち一人は小児科専門医）していま
す　蜷診療時間…休日＝日曜日・祝日午後１時～７時（受
付は午後零時半～６時半）、夜間＝毎日午後10時～翌午前
６時（受付は午後９時半～翌午前５時半）

■休日歯科応急診療所
（二条大路南一丁目保健センター内　蕁３４―３１４４）
診療時間…日曜日・祝日午前10時～午後４時（受付は午

前９時半～午後３時半）

休日夜間応急診療所 

市役所 

奈良警察署● 大宮小学校● 

近鉄 
新大宮駅 

休日歯科応急診療所 
（保健センター内） 

大宮通り 
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◆年始のごみ収集
１月４日貂～６日貅は正月のごみが多く、通

常の倍の量のごみが排出されます。昨年は、収
集時間が午後４時を過ぎた地域もあり、できる
だけ早く収集を行いますが、車両と人員にも限
りがあるため、理解と協力をお願いします。
【問い合わせ】市環境清美第一事務所（蕁７１
―３０１２）へ。

1月の燃やせないごみ収集日（譁市清美公社収集地域を除く）
◆燃やせるごみが火・金曜日の収集地域は、13日貅に燃やせ
ないごみを収集します。
◆燃やせるごみが月・木曜日の収集地域は、14日貊に燃やせ
ないごみを収集します。
※この日や「その他プラスチック」収集日は通常の倍の区域を収集するた
め、通常より収集に時間を要します。理解と協力をお願いします。

1月10日「成人の日」も、ごみ・再生資源の収集業務は通常通り行います。

ごみ減量・リサイクルを進めましょう
～ これ、どう分けたらいいの？ ～

紙おむつ、生理用品 おむつの汚物はトイレへ流してください○

生ごみ用水切りネット ○

貝殻 ○

銀紙、紙製の菓子袋・あめ袋 プラスチック製の袋は「その他プラスチック」へ○

ティッシュの箱 小さくたたんでください○

少量の灰 水で湿らせてください○

ペット用のトイレ（砂・固形材など） 製品に表示された分別方法で出してください○ ○

シップ薬 紙製は「燃やせるごみ」、それ以外は「燃やせないごみ」へ○ ○

台所用アルミホイル ○

ボールペン、シャープペンシル、マジックペン プラスチック・金属等の複合品は「燃やせないごみ」へ○

スポンジ（台所用、掃除用など） ○

食品に入っている乾燥剤、生鮮食料品の保冷剤 ○

ナイロンストッキング ○

履物類（靴、サンダル等1足程度） ○

使い捨てカイロ ○

輪ゴム、ゴムバンド等の小さいゴム製品 ○

薬の錠剤シート（アルミ箔のついたもの） ○

殺虫剤、塗料、潤滑油、整髪ムース等のスプレー缶 中身を使い切ってから、風通しの良いところで
穴を開けてから出してください

○

カートリッジ式ガスボンベ、ヘアースプレー缶 ○

ドリンクびん、錠剤が入っていた薬のびん ○

化粧品のびん、農薬等が入っていたびん 飲用できないものが入っていたびんは「燃やせないごみ」へ○

レトルト食品の袋 ○

豆腐、納豆、ラーメン等の容器 ○

容器のプラスチック製キャップ 金属製のキャップは「燃やせないごみ」へ○

「ごみ事典」では、
ごみ・再生資源の分
け方を紹介していま
す（市役所、出張所、
各公民館・連絡所等
にあります）。

分別の方法で、市民のみなさんから
問い合わせの多い品目を紹介します。

※いずれのごみも、量が多い場合や大きいものは、箱や袋にまとめて「大型ごみ」として申し込ん
でください（申し込み専用蕁７１―９０１１）。

◆発泡スチロール食品トレーは「その他プラスチック」と
して収集しますが、できるだけ販売店や公共施設の回収
拠点へ出してください。

◆発泡スチロール製の箱・電化製品用緩衝材などは「一時
多量ごみ」なので、束にするか袋にまとめて「大型ごみ」
で申し込んでください（少量なら「その他プラスチック」）。

◆せん定した植木の枝葉、落葉、草は、各自で環境清美セン
ターへ持ち込むか「大型ごみ」で申し込んでください。

◆電化製品は「大型ごみ」で収集します。テレビ、冷蔵庫、
冷凍庫、エアコン、洗濯機、パソコンは販売店等で引き
取ってもらってください。

◆一升びんやビールびんは、繰り返し使えるリターナブル
びんです。できるだけ販売店へ返してください。

【問い合わせ】市企画総務課（蕁７１―３００１）、一般家庭ごみについては市環境清美第一事務所（蕁７１―３０
１２）、再生資源については市リサイクル推進課（蕁７１―９９００）へ。

この表示があるもの
は「その他プラスチ
ック」です！

出すときの注意点

燃
や
せ
る
ご
み

燃
や
せ
な
い
ご
み

そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

再

生

資

源
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十
二
月
二
日
の
「
な
ら
教
育
の
日
」
に

あ
わ
せ
、
二
日
か
ら
八
日
ま
で
を
「
な
ら

教
育
週
間
」
と
定
め
て
い
ま
す
。
こ
の
週

間
に
ち
な
み
、各
種
行
事
を
行
い
ま
し
た
。

四
日
に
は
、
学
園
前
ホ
ー
ル
で
一
条
高

校
人
文
科
学
コ
ー
ス
市
民
公
開
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
開
き
ま
し
た
。
第
九
回
目
と
な
る
今

回
は
、「
古
代
大
和
の
か
が
や
き
と
謎
！
」

と
題
し
て
、
大
阪
府
立
弥
生
文
化
博
物
館

館
長
の
金
関
恕
さ
ん
、
香
芝
市
二
上
山
博

物
館
館
長
の
石
野
博
信
さ
ん
、
奈
良
大
学

教
授
の
水
野
正
好
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、四
日
・
五
日
・
七
日
の
三
日
間
、

第
三
十
一
回
目
と
な
る
友
好
姉
妹
都
市
児

童
生
徒
交
換
作
品
展
を
奈
良
市
美
術
館
で

開
き
ま
し
た
。
国
内
外
九
つ
の
友
好
・
姉

妹
都
市
の
小
・
中
学
生
か
ら
、
絵
画
や
習

字
な
ど
千
四
百
九
十
六
点
の
作
品
が
寄
せ

ら
れ
、
会
場
い
っ
ぱ
い
に
並
ん
だ
個
性
豊

か
な
作
品
に
感
嘆
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。

そ
の
他
、
市
立
幼
稚
園
こ
ど
も
作
品
展

（
一
日
〜
三
日
）、
公
・
私
立
幼
稚
園
教
育

講
演
会
（
三
日
）
等
も
行
い
、
様
々
な
視

点
か
ら
教
育
に
つ
い
て
考
え
る
期
間
と
な

り
ま
し
た
。

学
び
あ
いいい

奈
良

ま

ち

つ
く
ろ
う
　
な
ら
教
育
の
日

な
ら
教
育
の
日
・
な
ら
教
育
週
間
事
業

歴史のロマンにふれて（市民公開フォーラム）

個性豊かな作品に感動！（友好姉妹都市児童生徒交換作品展）

独
立
行
政
法
人
国
立
病
院
機
構
奈
良
病

院
が
、
十
二
月
一
日
に
奈
良
市
へ
移
譲
さ

れ
、
新
た
に
市
立
奈
良
病
院
と
し
て
開
院

し
ま
し
た
。
同
日
、
病
院
施
設
や
入
院
患

者
名
簿
等
の
継
承
を
行
っ
た
後
、
テ
ー
プ

カ
ッ
ト
を
行
い
ま
し
た
。

同
病
院
は
、
呼
吸
器
科
・
消
化
器
科
を

新
設
し
た
ほ
か
、
皮
膚
・
泌
尿
器
科
を
単

独
科
と
し
て
診
療
機
能
を
充
実
。
入
院
医

療
を
休
止
し
て
い
た
産
婦
人
科
も
再
開

し
、
十
五
の
診
療
科
目
を
備
え
ま
す
。
ま

た
、
病
院
運
営
は
譖
地
域
医
療
振
興
協
会

が
行
い
ま
す
。

み
な
さ
ん
に

信
頼
さ
れ
る
病
院
に

市
立
奈
良
病
院
が
開
院

古
く
か
ら
親
し
ま
れ
て
き
た
文
化
芸
能

を
、
人
権
の
視
点
か
ら
考
え
て
も
ら
お
う

と
、「
文
化
の
夕
べ
」
を
十
一
月
二
十
七

日
に
北
部
会
館
市
民
文
化
ホ
ー
ル
で
開
き

ま
し
た
（
同
実
行
委
員
会
と
共
催
）。
今

年
は
、「
伝
統
芸
能
　
能
の
再
認
識
」
と

題
し
て
、
能
楽
金
剛
流
シ
テ
方
の
植
田
恭

三
さ
ん
に
よ
る
講
演
と
能
の
披
露
が
あ
り

ま
し
た
。

講
演
で
は
、
能
楽
の
歴
史
や
価
値
観
に

つ
い
て
話
さ
れ
、
世
界
に
誇
れ
る
無
形
の

文
化
遺
産
で
あ
る
能
楽
が
持
つ
被
差
別
の

歴
史
に
ふ
れ
な
が
ら
、
能
楽
の
楽
し
さ
を

熱
く
語
ら
れ
ま
し
た
。

会
場
い
っ
ぱ
い
に
つ
め
か
け
た
参
加
者

は
、
能
楽
の
面
白
さ
に
親
し
み
な
が
ら
、

人
権
に
つ
い
て
深
く
考
え
ま
し
た
。

古
典
芸
能
か
ら

人
権
を
考
え
る

文
化
の
夕
べ植田恭三さんによる講演

開院テープカットから



大和の歳事記　大茶盛初釜（西大寺）

●1月の行事・市の催し●
※（ ）内は担当課

御神火まつり（率川神社）、御湯立式（瑜伽神社）、修正会（～
3日唐招提寺・霊山寺）、修正会〈吉祥会〉（～15日薬師寺）
興福寺貫首社参式（春日大社）
神楽始式（春日大社）、御神楽式（瑜伽神社）
入江泰 「古都の暮らし・人」展・津田洋甫「四季百樹の
詩」展（～3/27 写真美術館）、ならまち写生会作品展
（～10日奈良市美術館）
南市の初戎（恵比須神社）、初戎（率川神社）
初福授け（霊山寺）、御祈祷始式（春日大社）、修正会（東
大寺）
消防出初式（消防局総務課）、津田洋甫フロアレクチャー
（写真美術館）、なら・町家研究会パネル展（～30日 なら
まち振興財団）
若草山焼（若草山）、津田洋甫特別講演会（写真美術館）
舞楽始式（春日大社）、成人式（社会教育課）、酉年に贈る
めでたい話（音声館）
人権を確かめあう日
「ワイルドスミス・絵本の世界」展（～30日奈良市美術館）、
奈良を元気にするセミナー（･22日 なら100年会館）、防
災講演会（防災センター）
大茶盛初釜（西大寺）
えんまもうで（白毫寺）、人権教育地区別研修会（社会教
育課）、会田桃子とアルゼンチンタンゴ四重奏団（なら
100年会館）
防災写真・用品展（～21日防災課）
初観音（西大寺）
ならマイカーひとやすみデー、ポイ捨て防止街頭啓発（環
境保全課）、人権草の根講演会（･27日社会教育課）
ならまちギターコンサート（ならまちセンター）、寒稽古
会（～23日体育課）
「生活を彩る書美」展（～4/10 杉岡華邨書道美術館）
光仁会（大安寺）、鹿寄せ（～3/11 春日大社飛火野）、エ
ントランス小劇場（音声館）
舟木一夫コンサート（なら100年会館）
新春初ごま大祈祷（十輪院）

1日豢

2日豸
3日豺
4日貂

5日貉
7日貊

8日貍

9日豸
10日豢

11日貂
14日貊

15日貍
16日豸

17日豺
18日貂
20日貅

21日貊

22日貍
23日豸

26日貉
28日貊

奈良しみんだより
平成17年（2005年）1月

31

鎌倉時代から催されている茶儀。僧侶が直径30袍以上もあ
る大茶碗に茶を点て、参加者にふるまいます。

1月4日貂～3月27日豸の展示

入江泰 「古都の暮らし・人　昭和20
年～30年代」
戦後の混乱期、復

興に向けて生きる古
都奈良の表情や人々
の温かい眼差しを、
懐かしい風景と共に
紹介します。

津田洋甫「四季百樹の詩」
自然が奏でる大地のシンフ

ォニーを追い続ける写真家の
代表作を、同館所蔵作品とニ
ューヨーク・メトロポリタン
美術館所蔵作品を交えたカラ
ー作品56点で紹介します。
〈関連イベント〉津田洋甫フロアレクチャー
とき…１月８日貍・２月11日豢午後２時　蜷申し込み

…不要。当日直接同館へ。

写真美術館あんない
〒630-8301高畑町600-1 蕁２２―９８１１　薨２２―９７２２

開館時間…午前９時半～午後５時（入館は４時半ま
で） 蜷休館日…月曜日、祝日の翌日（２月12日は開
館） 蜷観覧料…大人500円、高校・大学生200円、
小・中学生100円。土曜日は小～高校生は無料。第２
土曜日午後２時から学芸員による作品解説。

「興福寺を望む（昭和30年頃）」

冬の樹「凍湖」

■市民のうごき（12月１日現在）
総人口 365,937人（男174,144人・女191,793人）
世　帯　143,998世帯

生活を彩る書美 ―着物や屏風を中心に―
同館収蔵・個人蔵の杉岡華邨作品から、着物や
屏風、陶板に書かれた書を中心に紹介します。生
活に調和と彩りを添えた、かな書の美しさを楽し
んでください。

期間…１月22日貍～４月10
日豸 蜷開館時間…午前９時
～午後５時（入館は４時半ま
で） 蜷観覧料…300円。16
歳未満と高校生、市内在住の
70歳以上と心身障がい者は無
料　蜷休館日…月曜日、休日の翌日（土・日曜日、
休日でない場合）。なお、同展開催に伴う展示替
えのため、１月17日豺～21日貊は臨時休館。

杉岡華邨書道美術館 〒630-8337脇戸町3
蕁24-4111
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奈良市のホームページ　http://www.city.nara.nara.jp に奈良しみんだよりを掲載しています。

奈
良
し
み
ん
だ
よ
り
は
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
限
り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
ま
し
ょ
う
。

新春の火の祭典「若草山焼き」は、今年は
１月９日豸に行われます（雨天等の場合は15
日貍に延期、雨天時の問い合わせはテレドー
ム蕁０１８０―９９７―７０７）へ。
この山焼きには、毎年たくさんの見物客が

訪れ、会場周辺が混雑するため、当日は次の
ように交通規制が行われます。また、この日
は毎年多くのカメラマンや見物客でにぎわう
七条二丁目の勝間田池（大池）周辺ほかでも、
次のように駐車禁止区域になります。

●ネオンの消灯にも協力をお願いします。
当日は、午後５時50分に花火が打ち上げられ、

午後６時に一斉に点火されます。この山焼きをき
れいに見るため、花火を合図に午後６時15分まで
ネオン消灯に協力してください。

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い

至 近鉄西ノ京駅 

至 近鉄九条駅 

　　　　● 
県立七条 
養護学校 

　　　　● 
国立病院機構 
奈良医療センター 

至 

六
条
西
町 

至 

七
条
西
町 

終日駐車禁止区域 

至 赤膚山 

勝間田池 
（大池） 

Ｐ 

※
当
日
午
後
7
時
半
ま
で
利
用
可
（
午
後
５
時
以
降
無
料
開
放
） 

薬
師
寺
駐
車
場 

交番 Ｎ 
▲ 

「
大
と
ん
ど
」
は
、
１
月
15
日
貍
午
前
９
時
〜
午
後
３
時
に

奈
良
公
園
内
飛
火
野
で
行
わ
れ
ま
す
（
雨
天
等
の
場
合
は
16
日

豸
に
延
期
）。
し
め
な
わ
等
の
受
付
も
同
時
間
に
行
い
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】
譖
市
観
光
協
会
（
蕁
二
七
―
八
八
六
六
）
へ
。

1
月
9
日
豸

平城宮跡内みやと通り（佐紀駐在所～二条
大路南三丁目交差点）＝終日駐停車禁止

中央体育館 

Ｎ 
▲ 

鴻ノ池 

式典ゾーン 

訓練ゾーン 

第二体育館 

中央広場 

市民 
ふれあいゾーン 

鴻ノ池陸上競技場 

ふれあいゾーン 
　　バザー・物産店 

東老春の家 
　　　　● 

　　 
鴻ノ池● 
球場 

入場行進 

鴻ノ池 

主
要
地
方
道
奈
良
加
茂
線 

市営 
球場前 

【と　き】１月８日貍午前９時半～午後１時
【ところ】鴻ノ池運動公園一帯（法蓮町）

【内　容】式典ゾーン（第二体育館、陸上競技場南側）…入場
行進＝幼年消防クラブ員、女性防災クラブ員、消防職・団員
や消防車などの行進　蜷訓練ゾーン（鴻ノ池池畔）…消防隊
の一斉放水　蜷市民ふれあいゾーン（中央広場・中央体育館）
…消防車両・防災用品の展示や搭乗体験、バザー、奈良の物
産店、豚汁の提供、ふれあいコンサート
※バス停は「鴻ノ池」「市営球場前」下車。駐車場有
【問い合わせ】市消防局総務課（蕁３５―１１９９）へ。

消防出初式
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